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「
何
鉄
で
す
か
？
」

と
い
う
よ
く
あ
る
質
問
に

「
乗
り
鉄
で
す
、た
ま
に
撮
り
鉄
で
す
か
ね
」

と
、
い
つ
も
答
え
て
い
る
。

ロ
ケ
や
取
材
な
ど
で
全
国
各
地
を
訪
れ
た

時
、
合
間
を
見
て
地
元
の
鉄
道
な
ど
に
乗
っ

た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
る
が
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
、
腰
を

据
え
て
鉄
道
を
撮
り
に
は
な
か
な
か
行
け
て

い
な
か
っ
た
。

４
月
上
旬
、
仕
事
帰
り
の
京
王
線
。
駅
を

出
発
し
、
警
報
音
が
鳴
り
響
く
踏
切
を
渡
る

時
だ
っ
た
。
車
内
が
一
瞬
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
窓
の
外
の
光
景
に
心
を
奪
わ
れ

た
。
桜
？　

ト
ン
ネ
ル
？　

な
ん
だ
あ
れ
？   

急
い
で
『
桜
』『
ト
ン
ネ
ル
』『
京
王
線
』
と

携
帯
で
調
べ
る
と
、
有
名
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

が
出
て
き
た
。
こ
こ
で
は
桜
と
電
車
が
同
時

に
撮
れ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

翌
朝
、
一
眼
レ
フ
を
携
え
、
仕
事
前
に
上

北
沢
駅
に
向
か
っ
た
。
撮
り
た
い
衝
動
は
昨

日
か
ら
ま
っ
た
く
収
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

京
王
線
上
北
沢
駅
南
口
か
ら
徒
歩
す
ぐ
の

閑
静
な
住
宅
街
に
そ
れ
は
あ
っ
た
。
東
京
都

世
田
谷
区
上
北
沢
の
桜
並
木
は
、『
せ
た
が

や
百
景
』
に
も
選
ば
れ
て
い
る
桜
の
名
所

で
、
道
の
両
脇
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
綺
麗
に

並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
並
木
通
り
を
中

心
に
、
ま
る
で
肋あ

ば
ら
の
よ
う
に
道
が
斜
め
に
延

び
て
い
る
の
で
、
通
称
『
肋ろ

っ

骨こ
つ

通
り
』
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
時
代
、
関
東
大

震
災
の
復
興
の
街
づ
く
り
の
最
新
モ
デ
ル
と

し
て
作
ら
れ
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
街

並
み
に
奥
行
き
と
景
観
に
立
体
感
を
生
み
出

し
て
い
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
区
画
、
道

路
配
置
な
の
だ
。
同
じ
世
田
谷
区
在
住
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
な
ん
で
こ
ん
な
に
興
味
深

い
事
を
知
ら
な
い
ん
だ
」
と
い
う
、
後
悔
の

念
が
頭
に
充
満
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
桜
が

一
気
に
浄
化
し
て
く
れ
た
。

ぶ
わ
っ
と
鮮
や
か
な
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
ト

ン
ネ
ル
が
視
界
を
覆
い
尽
く
す
。
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
な
桜
並
木
に
奥
へ
奥
へ
と
誘
わ

れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
端
ま
で
来
て
踵
を
返
す
。

今
度
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
自
分
に
迫
っ
て
く

る
よ
う
な
錯
覚
に
な
る
。
こ
の
立
体
感
は
素

晴
ら
し
い
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
な
が

ら
、
左
右
前
後
に
い
そ
い
そ
と
桜
と
電
車
の

構
図
を
探
る
。
通
過
す
る
電
車
も
多
い
の

で
、
構
図
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
試
す
こ
と

が
で
き
た
。

桜
の
先
に
踏
切
が
あ
る
の
で
、
車
が
待
っ

て
い
な
い
頃
合
い
を
狙
い
た
い
が
、
そ
う
簡

桜
と
電
車

岡
安
章
介

イラスト・岡林玲
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ま
た
立
体
感
が
あ
っ
て
複
雑
で
面
白
い
写
真

に
な
っ
た
。
メ
モ
リ
ー
と
時
間
の
許
す
限
り

無
心
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
。

納
得
の
い
く
写
真
が
撮
れ
た
と
こ
ろ
で
カ

メ
ラ
を
仕
舞
い
駅
に
向
か
う
。
途
中
に
あ
っ

た
『
事
業
用
地
』
の
文
字
を
見
て
ふ
と
思
い

出
し
た
。
あ
、
そ
う
だ
、
も
う
少
し
し
た
ら

こ
の
辺
の
京
王
線
は
高
架
化
さ
れ
る
ん
だ
っ

た
。新

宿
行
き
の
各
駅
停
車
に
乗
り
込
み
、

撮
っ
た
ば
か
り
の
写
真
を
見
な
が
ら

「
こ
の
桜
と
電
車
の
風
景
も
失
わ
れ
て
い
く

の
か
」
と
寂
寥
感
を
覚
え
た
が
、
高
架
し
た

電
車
か
ら
望
む
、
俯
瞰
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と

さ
ら
に
は
肋
骨
通
り
の
眺
望
が
見
れ
る
か
も

と
も
思
い
な
が
ら
一
人
仕
事
に
向
か
っ
た
。

「
本
日
は
取
材
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
岡
安
さ
ん
は
何
鉄
で
す
か
？
」

「
今
日
は
撮
り
鉄
で
し
た
」

と
答
え
た
。

単
に
い
か
な
い
。
そ
こ
は
辛
抱
強
く
待
つ
の

み
だ
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
心
が
乱
れ
て
い

る
時
に
撮
影
す
る
と
、
そ
の
感
情
が
写
真
に

反
映
さ
れ
て
し
ま
う
。
違
反
を
し
た
り
、

ル
ー
ル
を
破
っ
た
り
、
鉄
道
事
業
者
へ
の
敬

意
が
な
い
者
が
撮
る
鉄
道
写
真
に
良
い
も
の

は
な
い
。
そ
う
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。

走
る
車
両
を
メ
イ
ン
に
置
い
た
り
、
桜
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
込
ん
だ
り
。
桜
も
よ
く
見
る

と
ピ
ン
ク
色
の
濃
淡
に
差
が
あ
り
、
こ
れ
も◎日本民営鉄道協会とは？

1967 年に社団法人として設立、2012 年 4 月 1 日付で一般社団法人に移
行、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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史
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※
本
号
の
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
社
名・肩
書
き
は
取
材
時（
2
0
2
6
年
1
・
2
月
）の
も
の
で
す
。

お
か
や
す 

あ
き
よ
し

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
、
俳
優
、
リ
ポ
ー
タ
ー
。
埼
玉
県
出
身
。
２
０
０
０

年
に
土
谷
隼
人
、
下
池
輝
明
と
と
も
に
お
笑
い
ト
リ
オ
「
な
な
め
45°
」

を
結
成
。
大
ボ
ケ
担
当
。
鉄
道
好
き
を
生
か
し
た
鉄
道
ネ
タ
で
注
目

さ
れ
る
。
日
本
テ
レ
ビ
系
バ
ラ
エ
テ
ィ
「
笑
神
様
は
突
然
に
…
」
の

“
鉄
道
B
I
G
4
”
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
趣
味
は
乗
り
鉄
、

撮
り
鉄
、
自
転
車
。
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は
じ
め
に

東
京
交
通
短
期
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
に

来
て
13
年
が
経
っ
た
。
当
初
、
短
大
生
と
話

し
た
と
き
「
こ
ん
な
に
鉄
道
会
社
の
現
業
職

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
の
か
」

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
年
就
職
者
の
7
割

く
ら
い
が
鉄
道
関
連
会
社
に
就
職
す
る
。
最

近
は
、
運
転
士
に
な
る
卒
業
生
も
お
り
、
東

海
道
新
幹
線
を
は
じ
め
多
く
の
鉄
道
会
社
に

運
転
士
が
い
る
。
今
年
9
月
に
は
、
S
L

の
運
転
士
教
習
に
入
っ
た
卒
業
生
も
い
る
。

そ
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
採
用
市
場
が

さ
ら
に
若
手
優
位
に
な
っ
て
き
た
。
新
卒
採

用
は
、
3
月
1
日
か
ら
採
用
広
報
活
動
の
開

始
に
な
る
が
、
現
状
は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
以
降
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
感
じ

で
あ
る
。
特
に
、
２
０
２
７
年
採
用
は
か
な

り
の
競
争
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
人

材
確
保
」
が
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す
課
題

と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

若
年
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
、「
人

材
確
保
」
の
競
争
は
激
化
の
一
途
を
辿
り
、

鉄
道
事
業
が
そ
の
「
安
全
」
と
「
安
定
輸

送
」
と
い
う
公
共
的
な
使
命
を
果
た
し
続
け

る
た
め
に
は
、
従
来
の
採
用
戦
略
や
組
織
運

営
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の

変
革
の
核
心
は
、「
令
和
世
代
に
『
受
け
入

れ
ら
れ
る
』
組
織
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
現
し
、「
安
全
」
と
い
う
絶

対
的
な
基
盤
を
守
り
な
が
ら
、
若
手
に
「
納

得
感
を
与
え
続
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
点

に
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
期
は
、
初
任
給

が
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
入
社
者
に
新
車
を

提
供
す
る
会
社
が
あ
り
、
新
卒
者
は
1
名
あ

た
り
１
０
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と

言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
踏

ま
え
、
本
稿
は
、
民
営
鉄
道
業
界
に
お
け
る

「
人
材
確
保
」
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、

特
に
若
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る
組
織
文
化

の
構
築
、
労
働
環
境
の
改
善
（
泊
ま
り
勤
務

の
見
直
し
を
含
む
）、
そ
し
て
初
任
給
競
争

と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
、
持
続
可
能
な
人

材
確
保
戦
略
を
考
察
す
る
。

１
．
東
京
交
通
短
期
大
学
の

　
　

鉄
道
会
社
就
職
率
は
81
・
9
％

近
年
、
本
学
の
就
職
実
績
を
見
る
と
、
就

職
者
の
鉄
道
会
社
就
職
率
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
４
年
度
に
至
っ
て
は
81
・
9
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
図
1
）。
さ
ら
に
、

採
用
内
定
時
期
も
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
は
2

年
生
の
12
月
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
内

定
を
出
し
て
も
辞
退
が
あ
り
採
用
数
に
達
す

る
の
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
本
学
と
し
て
は
、
一
見
好
調
な

数
字
の
裏
側
で
、
業
界
全
体
は
深
刻
な
構
造

的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
本
学
に
は
、
こ

こ
数
年
、
関
東
の
鉄
道
会
社
だ
け
で
な
く
、

北
海
道
、
東
海
、
関
西
、
九
州
な
ど
の
鉄
道

会
社
も
求
人
案
内
に
来
る
。
そ
れ
は
、
新
卒

採
用
に
か
か
わ
ら
ず
中
途
採
用
に
至
っ
て
も

同
様
な
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
社
会
の

人材確保の新たな戦略
令和世代に選ばれる鉄道業界の
組織づくりとコミュニケーション
東京交通短期大学運輸科 教授　キャリア支援室 室長

田邉 友昭
Tomoaki TANABE
キャリアコンサルタント ( 国家資格 )、キャリア・デベロップメント・アドバイザー (CDA)、2 級キャリアコンサルティン
グ技能士。1989 年関西学院大学法学部法律学科卒業。株式会社リクルート ( 現株式会社リクルートホールディングス )
に入社。就職情報誌事業、人材総合サービス事業などで営業。2004 年ソニー・ヒューマンキャピタル株式会社で技術者
派遣の新卒採用責任者などを歴任。2009 年に、ええ人材採用研究所 ( 個人事業主 ) 現職。2010 年横浜商科大学でキャリ
アデザインの非常勤講師。2012 年より現職。採用支援と就職支援の経験を踏まえて、短大生の就職支援を行っている。
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24
年
（
１
９
４
９
年
）
の
２
６
９
万
６
６
３

８
人
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
傾
向
が
継
続
し
て

お
り
、
令
和
6
年
（
２
０
２
４
年
）
の
出
生

数
は
過
去
最
少
を
記
録
し
た
。（
図
3
）。
さ

ら
に
、
２
０
２
５
年
に
日
本
で
生
ま
れ
る
日

本
人
の
子
ど
も
の
数
は
前
年
比
3
・
0
％
減

の
66
万
５
０
０
０
人
程
度
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
少
子
化
は
、
将
来
の
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
直
結
す
る
。
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
）
は
２
０
２
０
年
の
７
５
０
９
万
人

か
ら
、
２
０
４
０
年
に
は
６
２
１
３
万
人
へ

と
、
今
後
も
毎
年
約
60
万
人
の
ペ
ー
ス
で
減

少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
若
年
層
の
新

規
入
職
者
の
確
保
は
一
層
困
難
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た
生
活
維
持

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
、
社
会
全
体

で
労
働
需
要
が
強
ま
る
と
い
う
「
奇
妙
な
人

手
不
足
」
の
二
重
構
造
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
若
年
層
の
採
用
市
場

に
お
け
る
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。

３
．
鉄
道
会
社
の
対
策
：
労
働
環
境
の

　
　

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
ベ
テ
ラ
ン
の
活
用

こ
の
構
造
的
な
人
手
不
足
と
採
用
競
争
の

激
化
に
対
応
す
る
た
め
、
民
営
鉄
道
業
界

は
、
若
年
層
の
キ
ャ
リ
ア
不
安
を
払
拭
す
る

組
織
運
営
の
導
入
、
労
働
環
境
の
改
善
、
そ

し
て
ベ
テ
ラ
ン
層
の
積
極
的
な
活
用
を
複
合

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

少
子
化
が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。特

に
、
若
年
労
働
力
の
減
少
が
顕
著
で
あ

る
。
産
業
別
の
就
業
者
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
２
０
２
４
年
に
お
け
る
55
歳
以
上
の
割

合
は
全
産
業
平
均
の
32
・
4
％
に
対
し
、
運

輸
業
は
33
・
9
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

一
方
、
29
歳
以
下
の
割
合
は
全
産
業
平
均

16
・
9
％
に
対
し
、
運
輸
業
は
11
・
0
％
と

低
く
推
移
し
て
い
る
（
図
2
）。
運
転
士
、

車
掌
、
駅
務
員
と
い
っ
た
現
業
職
種
の
不
足

を
懸
念
す
る
事
業
者
は
少
な
く
な
く
、
特
に

鉄
道
運
転
士
に
つ
い
て
は
、
国
民
意
識
調
査

で
57
・
1
％
が
担
い
手
不
足
を
「
深
刻
」
と

感
じ
て
い
る
。
こ
の
構
造
的
な
人
手
不
足

は
、
景
気
の
変
動
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で

は
な
く
、
社
会
が
必
要
と
す
る
労
働
量
に
対

し
て
働
き
手
の
量
が
下
回
っ
て
い
る
「
労
働

供
給
制
約
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
根

本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．
最
近
の
少
子
化
の
状
況
と

　
　

労
働
力
構
造
の
変
容

労
働
供
給
制
約
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
日

本
の
急
速
な
少
子
化
で
あ
る
。
２
０
２
４
年

の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
に
よ
る
と
、
出

生
数
は
68
万
６
０
６
１
人
と
な
り
、
前
年
の

72
万
７
２
８
８
人
よ
り
4
万
１
２
２
７
人
減

少
し
、
出
生
率
（
人
口
千
対
）
は
5
・
7
に

低
下
し
た
。
ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
も

1
・
15
と
前
年
の
1
・
20
よ
り
低
下
し
て
い

る
。
出
生
数
の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
昭
和

2019

66.7%

2020

69.6%

2021

53.4%

2022

50.0%

2023

78.1%

2024（年）

81.9%

割
合（
％
）
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80
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（
1
）�

若
年
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る�

組
織
・
人
材
育
成

現
代
の
若
者
、
特
に
Z
世
代
は
、
以
前
の

よ
う
な
勤
務
条
件
や
給
与
の
「
不
満
」
で
は

な
く
、
自
分
が
成
長
で
き
な
い
と
い
う
「
不

安
」
を
理
由
に
転
職
す
る
傾
向
に
あ
る
。
彼

ら
は
「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
て
く

れ
る
」「
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
」「
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
」
上
司
像
を
理
想
と
し
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
主
導
権
を
自
分
で
持
ち
た

い
と
強
く
望
ん
で
い
る
。

• 「
キ
ャ
リ
ア
の
自
律
的
な
形
成
の
支
援
」　

社
員
が
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た

め
に
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
事
例
と
し
て
、
本

人
の
実
現
し
た
い
こ
と
（W

ill

）、
活
か
し

た
い
強
み
（Can

）、
業
務
目
標
（M

ust

）

を
統
合
し
た
目
標
管
理
シ
ー
ト
（W

ill-Can-
M

ust

シ
ー
ト
）
な
ど
を
活
用
し
、
上
長
と

の
対
話
を
通
じ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、

「
個
の
自
律
」
を
促
す
仕
組
み
が
有
効
で
あ

る
。

• 「
越
境
と
学
習
機
会
の
提
供
」　
多
様
な

経
験
は
若
者
の
不
安
を
解
消
し
、
成
長
意
欲

を
満
た
す
。
J
R
東
日
本
で
は
、
事
業
を

横
断
し
た
人
材
交
流
と
し
て
「
公
募
制
異

動
」
を
導
入
し
、
４
０
０
人
を
超
え
る
応
募

を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
員
は
鉄

道
事
業
に
留
ま
ら
な
い
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を

描
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
組
織
全
体
と
し

て
も
相
互
理
解
が
深
ま
る
。

（
2
）�

働
き
方
改
革
の
推
進
と�

「
泊
ま
り
勤
務
」
の
見
直
し

長
時
間
労
働
の
是
正
は
、
若
者
の
入
職
を

促
し
、
多
様
な
人
材
の
定
着
を
図
る
上
で
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
泊
ま
り
勤
務
の
是
正
が
挙
げ
ら
れ

る
。南

海
電
気
鉄
道
は
、
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
駅
員
の
泊
ま
り
勤
務
の
大
幅
縮
小
に

着
手
し
、
育
児
や
介
護
の
事
情
を
抱
え
る
希

望
者
の
泊
ま
り
勤
務
を
原
則
免
除
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
夜

間
の
人
員
減
に
対
し
、
一
部
機
器
を
遠
隔
管

理
シ
ス
テ
ム
で
操
作
し
た
り
、
警
備
会
社

と
の
連
携
を
強
化
し
た
り
す
る
こ
と
で
対

応
す
る
先
進
的
な
事
例
で
あ
り
、「
長
時
間

働
け
る
」
組
織
か
ら
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
働

け
る
」
組
織
へ
の
転
換
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
の
柔
軟
化
は
、

女
性
や
外
国
人
、
高
齢
者
と
い
っ
た
多
様
な

労
働
力
の
活
用
に
も
繋
が
る
。
再
雇
用
者
層

に
対
し
て
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
基
本
と

し
つ
つ
も
、
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
や
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
週
の
勤
務
日
数
を

短
く
す
る
短
日
勤
務
制
度
を
併
用
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

（
3
）�

豊
富
な
経
験
を
持
つ
高
齢
者
の�

積
極
的
な
活
用

少
子
化
が
進
む
中
で
、
長
年
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
を
持
つ
高
齢
者
の
活
用
は
経
営

上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
民
営
鉄

道
業
界
で
は
、
定
年
後
も
継
続
し
て
再
雇

用
・
勤
務
延
長
を
希
望
す
る
従
業
員
が
半
数

を
超
え
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く

と
予
想
さ
れ
る
。

• 「
乗
務
員
・
駅
務
担
当
者
の
職
域
拡
大
と

負
荷
軽
減
」　
運
転
士
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
、
健
康
面
や
適
性
面
に
問
題
が
な
け
れ
ば

60
歳
以
降
も
運
転
業
務
に
就
か
せ
て
い
る
事

業
者
や
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
避
け
閑
散
区
間
や

支
線
で
の
低
速
運
転
を
担
わ
せ
る
な
ど
、
負

荷
を
軽
減
し
た
上
で
活
用
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。
ま
た
、
定
年
到
達
以
前
に
運
転
士
か

ら
駅
務
担
当
者
へ
異
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、
60
歳
以
降
も
駅
の
清
掃
や
無
人
駅
の
券

売
機
集
金
と
い
っ
た
負
荷
を
軽
減
し
た
業
務

を
担
わ
せ
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
。

• 「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
験
の
継
承
」　

再

雇
用
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
は
若
年
層

へ
の
悪
影
響
や
管
理
職
へ
の
過
度
な
負
担
を

招
く
懸
念
が
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
賃

金
・
処
遇
面
で
の
工
夫
に
加
え
、
経
験
を

活
か
す
役
割
の
付
与
が
有
効
で
あ
る
。
例

え
ば
、
職
長
出
身
者
を
「
運
転
保
安
指
導

員
」
に
任
命
し
、
指
揮
命
令
系
統
外
で
現
役

職
員
へ
の
現
場
指
導
や
助
言
を
行
わ
せ
る
こ

と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
目
を
活
用
し
つ
つ
現

場
の
負
担
軽
減
に
も
役
立
て
て
い
る
。
ま

た
、
再
雇
用
期
間
満
了
時
（
再
雇
用
上
限
年

齢
）
に
、「
功
労
金
」
の
意
味
を
込
め
て
一
時

金
（
第
二
退
職
金
）
を
支
給
す
る
仕
組
み

は
、
公
的
給
付
の
影
響
を
受
け
ず
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
で
き
る
。

４
．
２
０
２
５
年
に
は
じ
ま
っ
た

　
　

初
任
給
ア
ッ
プ
競
争

採
用
市
場
の
激
化
は
、
初
任
給
の
水
準
に

如
実
に
表
れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度
の
東

証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
（
速
報
集
計
）
に
お

い
て
、
大
学
卒
の
初
任
給
平
均
は
25
万
５
１

１
５
円
に
達
し
、
83
・
2
％
の
企
業
が
初
任

給
を
引
き
上
げ
て
い
る
（
図
4
）。
２
０
２

４
年
度
の
86
・
8
％
に
続
き
の
か
な
り
の

ア
ッ
プ
で
あ
る
。

特
に
、
就
職
人
気
企
業
に
お
い
て
は
、
初

任
給
の
「
30
万
円
超
え
」
が
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。
例
え
ば
、
伊
藤
忠
商
事
（
大
卒
36
万

円
）、
三
菱
U
F
J
銀
行
（
大
卒
30
万
円
）、

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
（
大
卒
32
万
３
０
０
０

円
）
な
ど
が
高
水
準
を
提
示
し
て
お
り
、
採

用
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
若
年

労
働
力
人
口
の
減
少
と
物
価
高
騰
を
背
景

に
、
企
業
が
「
給
与
の
低
さ
」
を
最
大
の
採

用
難
の
要
因
と
認
識
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。こ

の
初
任
給
競
争
は
今
後
も
加
速
す
る
と

予
測
さ
れ
る
中
、
鉄
道
業
界
も
例
外
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
航
空
業
界
の
J
A
L
（
大

卒
26
万
１
０
０
０
円
）
や
A
N
A
（
大
卒

26
万
２
０
０
０
円
）
の
初
任
給
と
比
較
し
て

も
、
30
万
円
を
超
え
る
水
準
に
追
い
つ
く
こ

と
が
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る
上
で
の
最

低
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
鉄
道
業
界
も
、

各
社
で
ア
ッ
プ
は
し
て
い
る
。
例
．
東
日
本

旅
客
鉄
道
（
総
合
職
・
エ
リ
ア
職
）（
大
学

卒 

26
万
２
０
０
０
円
）、
西
武
鉄
道
（
総
合

職
）（
大
卒 

29
万
円
）、
東
急
電
鉄
（
総
合

職
）（
大
卒
　
28
万
２
０
０
０
円
）
な
ど
で

あ
る
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
。
２
０
２

６
年
入
社
で
は
、
初
任
給
が
40
万
円
に
達
す

る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。
学
生
の
視
点
で

言
う
と
、
業
界
全
体
が
意
志
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
興
味
が
向
き
が
ち
で
あ
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る
。
そ
の
た
め
、
原
資
を
確
保
す
る
た
め
、

運
輸
業
の
労
働
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組
み

（
省
人
化
・
省
力
化
技
術
の
活
用
な
ど
）
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
ど
う
若
者
に
「
鉄
道
業
界
」
を

　
　

認
知
さ
せ
る
の
か
：

　
　

組
織
文
化
の
変
革
と
仕
事
の
意
義

初
任
給
競
争
が
続
く
中
で
、
若
者
に
「
不

安
転
職
」
を
さ
せ
ず
、
選
ば
れ
る
企
業
に
な

る
た
め
に
は
、
金
銭
的
な
報
酬
（
地
位
財
）

だ
け
で
な
く
、
や
り
が
い
や
成
長
機
会
、
人

間
関
係
と
い
っ
た
非
地
位
財
的
な
幸
福
要
素

を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
例

え
ば
、
鉄
道
現
場
で
は
、
徒
弟
制
度
の
よ
う

な
風
土
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
乗
務
員
指
導

に
関
し
て
は
、「
師
匠
」「
弟
子
」
と
い
う
関

係
性
が
強
い
。
そ
の
よ
う
な
風
土
を
ど
う
変

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

（
1
）�

組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
と�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容

若
者
が
自
律
的
に
働
く
た
め
に
は
、
風
通

し
が
良
く
、
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た

組
織
文
化
が
求
め
ら
れ
る
。

• 「
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
」　

大
和
ハ
ウ
ス

工
業
は
、
創
業
以
来
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」

の
組
織
構
造
を
見
直
し
、
社
長
も
「
さ
ん
付

け
」
で
呼
ぶ
文
化
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、

役
職
名
に
よ
る
上
下
関
係
の
再
確
認
を
避

け
、
社
員
の
主
体
性
や
意
見
を
言
い
や
す
い

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
促
進
す
る
狙
い
が
あ

る
。
建
設
業
界
の
よ
う
な
上
下
関
係
が
厳
し

い
と
さ
れ
る
業
界
で
も
、
こ
の
変
革
を
進
め

る
こ
と
で
、
組
織
の
硬
直
化
と
そ
れ
に
伴
う

不
正
の
リ
ス
ク
を
解
消
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

• 「
相
互
信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
深
化
」　

若
者
は
、
上
司
や
先
輩
と
の
間

で
「
気
軽
に
相
談
し
や
す
い
」
関
係
を
求

め
て
い
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
「
よ
も
や
ま
・

1on1

」
の
よ
う
に
、
業
務
と
は
切
り
離
さ

れ
た
場
で
定
期
的
に
上
長
と
対
話
す
る
こ
と

で
、
ま
だ
言
語
化
で
き
て
い
な
い
不
安
や

好
奇
心
に
気
づ
き
を
与
え
、「
介
在
価
値
」（
そ

の
人
の
存
在
そ
の
も
の
が
組
織
に
与
え
る
価

値
）
を
認
め
合
う
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
東
京
メ
ト
ロ
が
運
輸
系
職
種

の
身
だ
し
な
み
ル
ー
ル
を
改
正
し
、
男
女
別

の
基
準
を
撤
廃
、
暗
色
系
ス
ニ
ー
カ
ー
を
許

可
し
た
こ
と
も
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
社
員

が
快
適
に
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
目
的
が

あ
る
。

（
2
）�

成
長
と
「
自
己
中
心
的
利
他
」
の�

機
会
の
提
供

若
者
が
最
も
重
視
す
る
「
成
長
で
き
る
環

境
」
の
提
供
こ
そ
、
鉄
道
業
界
が
若
者
に
選

ば
れ
る
た
め
の
最
大
の
武
器
と
な
る
。

• 「
挑
戦
と
失
敗
の
許
容
」　

東
海
バ
ネ
工

業
が
実
践
す
る
「
会
社
の
た
め
に
仕
事
を

す
る
な
」
や
、
木
村
石
鹸
工
業
が
推
進
す

る
「
責
任
の
定
義
」
の
「
果
た
す
責
任
」
へ

の
変
更
は
、
社
員
が
内
発
的
な
動
機
に
基
づ

き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
出
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
員
は
「
会

社
に
言
わ
れ
た
か
ら
や
る
」
と
い
う
他
律
的

な
姿
勢
か
ら
脱
却
し
、
自
律
的
な
「
自
己
中

心
的
利
他
」（
自
分
が
や
り
た
い
、
得
意
、
そ

し
て
喜
ば
れ
る
仕
事
）
を
追
求
す
る
人
財
へ

と
成
長
す
る
。

• 「
鉄
道
の
持
つ
“
利
他
”
の
意
義
の
再
認

識
」　

鉄
道
業
界
が
持
つ
公
共
的
な
使
命
、

す
な
わ
ち
「
安
全
」「
正
確
性
」「
快
適
性
」
の

提
供
は
、
ま
さ
に
社
会
に
対
す
る
貢
献
（
利

他
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
不
可
欠

な
「
移
動
の
自
由
」
や
「
安
全
」
を
確
保
す

る
鉄
道
の
役
割
は
増
し
て
い
る
。
若
者
に
対

し
て
、
単
に
運
行
技
術
を
教
え
る
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
生
活
を
支
え

る
と
い
う
「
仕
事
の
意
義
」
を
伝
え
る
こ
と

が
、
鉄
道
業
界
で
働
く
「
誇
り
」
と
「
や
り

が
い
」
の
醸
成
に
繋
が
る
。
J
R
西
日
本

の
福
知
山
線
脱
線
事
故
以
降
、
鉄
道
業
界
全

体
で
安
全
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
安
全
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
今
後
も
社
会
か
ら
最
も
求
め
ら
れ
る

鉄
道
の
「
利
他
」
の
価
値
で
あ
る
。

６
．
結
論

民
営
鉄
道
業
界
に
お
け
る
人
材
確
保
は
、

少
子
化
と
い
う
構
造
的
な
制
約
と
、
初
任
給

競
争
の
激
化
、
そ
し
て
若
者
の
就
労
意
識
の

変
化
と
い
う
多
層
的
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
本
稿
で
の
考
察
の
結
果
、
持
続
可
能
な

人
材
確
保
の
た
め
に
は
、
以
下
の
複
合
的
な

戦
略
の
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
。

第
一
に
、
若
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る
た

め
、「W

ill-Can-M
ust

」「
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
で
き
る
環
境
」
を
鉄
道
事
業
の
公
共

的
な
「
利
他
」
の
意
義
を
若
者
に
伝
え
、
仕

事
へ
の
誇
り
（
非
地
位
財
）
を
醸
成
す
る
こ

と
。第

二
に
、
若
者
に
選
ば
れ
る
企
業
文
化
を

構
築
す
る
た
め
、
泊
ま
り
勤
務
の
見
直
し
な

ど
の
労
働
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
多
様
な
働

き
方
を
許
容
し
、「
さ
ん
付
け
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
フ
ラ
ッ
ト
で
心
理
的
安
全
性
の

高
い
組
織
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
賃
金
競
争
に
対
応
す
る
た
め
、

労
働
生
産
性
の
向
上
を
前
提
と
し
た
初
任
給

水
準
の
引
き
上
げ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
、
短
日
勤
務
や
新
た
な
役

割
（
指
導
員
等
）
の
付
与
を
通
じ
て
組
織
全

体
の
業
務
効
率
化
を
図
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
複
合
的
な
戦
略
、
す
な
わ
ち
、

ソ
フ
ト
面
（
文
化
・
意
義
）
と
ハ
ー
ド
面

（
賃
金
・
環
境
）
と
の
両
輪
で
組
織
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
民
営
鉄

道
業
界
が
「
令
和
世
代
に
選
ば
れ
る
」
存
在

と
な
り
、
社
会
の
基
盤
た
る
「
安
全
」
と

「
安
定
輸
送
」
を
未
来
永
劫
に
渡
り
維
持
し

て
い
く
た
め
の
羅
針
盤
と
な
る
。

参考文献：
安倍誠治 (2018)「運輸業における人材不
足と安全確保の課題」『運輸事業の安全
に関するシンポジウム 2018　基調講演』、
厚生労働省 (2025) 「令和 6 年 (2024) 人
口動態知請けい月報年計 ( 概数 ) の概
況」2025.6.4、国土交通省 (2025)「令和
7 年版　国土交通白書」、経済産業省近
畿経済産業局 (2024)「BE THE LOVED 
COMPANY REPORT 2.0」2024.03.22、
田邉友昭 (2024) 「成長できると感じる会
社組織の考察」『東京交通短期大学　研究
紀要　第 29 号』、社団法人日本民営鉄道
協会 (2009) 「民営鉄道業　高齢者雇用推
進の手引き」2009.10、リクルートワーク
ス研究所 (2025) 「次の 10 年　雇用の未来
を描く」『Works192』 2025.10-11、一般財
団法人労務行政研究所 (2025)「2025 年度   
新入社員の初任給調査」2025.05.01
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島
原
鉄
道

外
国
人
技
能
実
習
生
と
つ
な
ぐ

鉄
道
の
未
来

　

長
崎
県
の
諫い

さ

早は
や

駅
か
ら
島
原
港
駅
ま
で
を
結
ぶ

島
原
鉄
道
は
、
地
域
の
通
勤
通
学
を
支
え
る
一
方
、

有
明
海
や
雲う

ん

仙ぜ
ん

岳だ
け

の
景
色
を
楽
し
め
る
路
線
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
人
口
減
少
が
進

む
昨
今
、
人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
同
社
は
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
、
技
能
実
習

制
度
を
活
用
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
受
け
入
れ
た
。

本
稿
で
は
、
受
け
入
れ
側
の
島
原
鉄
道
と
、
現
場

で
働
く
二
名
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、
地
域
鉄
道
に

お
け
る
外
国
人
材
の
現
状
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀

REPORT.1

島原鉄道の車両倉庫にて。鉄道課の苑田係長と、技能実習生のミヨーさん（右）とアウンさん（左）。

こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
向
け
た

民
鉄
業
界
の
取
り
組
み

特
　
集
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在
）
で
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
末
現
在
、
技
能
実
習
生
の
在
留

者
数
は
45
万
６
５
９
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
似
た
制
度
に
「
特
定
技
能
制
度
」

が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
国
内
人
材
の
確
保
が
困

難
な
分
野
の
人
手
不
足
を
補
う
「
就
労
」
を

目
的
と
す
る
制
度
。
従
来
は
、
介
護
、
漁

業
、
建
設
、
外
食
、
航
空
な
ど
12
分
野
だ
っ

た
が
、
２
０
２
４
年
４
月
に
「
鉄
道
分
野
」

を
含
む
４
分
野
が
追
加
さ
れ
た
。

技
能
実
習
は
監
理
団
体
（
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
企
業
と
実
習
生
の
間
に
立
ち
、
制
度

が
適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
・
指

導
・
監
査
を
行
う
団
体
）
が
間
に
入
り
導
入

し
や
す
い
一
方
、
特
定
技
能
は
外
国
人
に
求

め
る
技
能
や
日
本
語
の
要
件
が
高
く
、
採
用

競
争
が
激
し
い
面
が
あ
る
。

技
能
実
習
生
と
し
て 

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
初
採
用

２
０
２
２
年
４
月
の
省
令
改
正
で
鉄
道
車

両
整
備
が
対
象
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

監
理
団
体
の
助
言
も
踏
ま
え
て
、
島
原
鉄
道

で
は
技
能
実
習
生
を
募
集
し
た
。

応
募
者
２
０
０
名
超
の
中
か
ら
、
監
理
団

体
が
７
名
に
絞
り
込
み
、
ウ
ェ
ブ
面
接
を
経

て
、
２
０
２
３
年
12
月
に
「
ア
ウ
ン
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
ウ
ン
・
イ
エ
・
チ
ョ
ウ

さ
ん
（
32
歳
）、
翌
年
８
月
に
「
ミ
ヨ
ー
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
ウ
ン
・
ゾ
ウ
・
ミ

ヨ
ー
さ
ん
（
23
歳
）
を
迎
え
入
れ
た
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
の
は
同
社
に
と
っ

て
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
受
け
入
れ
に
あ

た
っ
て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
、
宗
教
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
日
本
人

社
員
に
対
す
る
共
有
も
行
っ
た
と
い
う
。

技
能
実
習
生
か
ら
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
、

指
導
役
を
務
め
る
鉄
道
部
鉄
道
課
係
長
の
苑

田
文
男
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
穏
や
か
さ
を
尊
ぶ
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
人

前
で
怒
る
の
は
避
け
た
ほ
う
が
い
い
こ
と

や
、
島
原
の
人
は
早
口
に
な
り
が
ち
で
彼
ら

か
ら
す
る
と
喧
嘩
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え

て
萎
縮
さ
せ
か
ね
な
い
こ
と
、
ま
た
、
宗
教

上
、
牛
肉
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
が
い
る
と

い
っ
た
点
な
ど
も
社
内
で
共
有
し
ま
し
た
」

ち
な
み
に
、
ふ
た
り
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は

若
い
社
員
を
「
お
兄
さ
ん
」、
中
堅
社
員
を

「
先
輩
」、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
「
先
生
」
と
呼

ん
で
い
る
そ
う
だ
。

慢
性
的
な
人
材
不
足
に 

直
面
す
る
島
原
鉄
道

鉄
道
業
界
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
な

か
、
地
方
鉄
道
に
お
い
て
も
人
材
確
保
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
長
崎
県
に
よ
る
と
県
内

就
職
率
は
大
学
生
40
・
４
％
、
高
校
生
68
・

５
％
（「
令
和
５
年
長
崎
県
異
動
人
口
調
査

結
果
」）
に
と
ど
ま
り
、
島
原
鉄
道
も
例
外

で
は
な
い
。

島
原
鉄
道
総
務
部
人
事
課
係
長
の
前
田
徳

子
さ
ん
は
「
新
卒
と
中
途
を
随
時
採
用
し
て

い
ま
す
が
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
が
続
い
て

い
ま
す
」
と
語
る
。
２
０
２
５
年
度
の
新
卒

採
用
は
１
名
だ
っ
た
が
、
求
め
て
い
た
自
宅

か
ら
通
勤
で
き
る
地
元
住
民
の
採
用
は
叶
わ

ず
、
九
州
の
他
県
か
ら
の
入
社
だ
っ
た
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
急
な
退
職
者
が
出

て
、
運
行
本
数
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
一

時
的
に
減
便
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
発

生
し
た
。
２
０
２
４
年
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
も
、
乗
務
員
不
足
の
た
め
に
平
日
午

後
５
時
以
降
の
計
２
往
復
を
減
便
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

「
退
職
者
は
１
カ
月
前
く
ら
い
に
な
ら
な

い
と
会
社
に
そ
の
意
思
を
伝
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
国
家
資
格
が
必
要
な
運
転
士
は
通
常
、

育
成
に
１
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え

適
性
も
な
け
れ
ば
鉄
道
運
転
士
に
な
れ
ま
せ

ん
の
で
、
急
な
退
職
は
会
社
も
対
応
が
難
し

い
で
す
」（
前
田
さ
ん
）

こ
う
し
た
状
況
は
鉄
道
の
安
全
を
支
え
る

保
線
部
門
や
整
備
部
門
な
ど
で
も
同
様
で
、

人
員
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
。

「
急
場
で
は
有
料
の
募
集
も
か
け
ま
す
が
、

通
常
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
自
社
サ
イ
ト
な

ど
、
で
き
る
か
ぎ
り
お
金
を
か
け
ず
に
募
集

活
動
を
し
て
い
ま
す
」（
前
田
さ
ん
）

加
え
て
、
退
社
後
５
年
以
内
に
限
り
、
退

職
前
の
待
遇
で
復
職
で
き
る
「
ジ
ョ
ブ
リ

タ
ー
ン
制
度
」
や
、
紹
介
者
に
礼
金
を
支
給

す
る
「
従
業
員
紹
介
制
度
」
も
導
入
し
て
き

た
と
い
う
。

「
ジ
ョ
ブ
リ
タ
ー
ン
制
度
は
こ
れ
ま
で
に

数
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
」
と
前
田
さ
ん
が

語
る
よ
う
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

な
か
に
は
、
同
社
サ
イ
ト
で
の
求
人
を
見

て
、「
運
転
士
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を

叶
え
る
た
め
、
県
外
か
ら
「
最
後
の
転
職
」

と
島
原
に
転
居
し
て
く
る
人
も
い
る
も
の

の
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

島
原
鉄
道
が
導
入
し
た 

技
能
実
習
制
度

日
本
人
の
採
用
が
難
し
く
な
る
な
か
、
同

社
は
技
能
実
習
生
と
し
て
２
名
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

島
原
鉄
道
の
外
国
人
材
活
用
の
事
例
に
入

る
前
に
、
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
簡
単
に
整

理
し
て
お
き
た
い
。

「
技
能
実
習
制
度
」
は
、
国
際
貢
献
の
観

点
か
ら
、
主
に
開
発
途
上
国
の
外
国
人
を
受

け
入
れ
、
実
務
教
育
を
実
施
し
そ
の
技
術
を

移
転
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
だ
。
実

習
期
間
は
最
大
５
年
。
対
象
職
種
は
鉄
道
車

両
整
備
、
鉄
道
施
設
保
守
整
備
を
含
む
91
職

種
１
６
８
作
業
（
２
０
２
５
年
３
月
７
日
現

総務部 人事課 係長

前田徳子
Noriko MAEDA

鉄道部 鉄道課 係長（車両担当）

苑田文男
Fumio SONODA
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ん
で
い
る
。
同
じ
住
宅
に
住
む
県
外
か
ら
転

職
し
て
き
た
「
お
兄
さ
ん
」
と
呼
ぶ
30
代
の

日
本
人
社
員
と
は
、
諫
早
の
ラ
ー
メ
ン
店
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
良
好
な
関
係
を

築
い
て
お
り
、
異
国
の
地
で
暮
ら
す
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

苑
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
意
図
が
伝
わ
ら
な

い
と
き
に
は
、
Ａ
Ｉ
通
訳
機
（
携
帯
型
の
翻

訳
端
末
）
を
活
用
し
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と

で
大
き
な
問
題
は
起
き
て
い
な
い
そ
う
だ
。

と
き
に
は
、
日
本
語
が
得
意
な
ア
ウ
ン
さ
ん

が
通
訳
し
て
補
う
場
面
も
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
絶
対
に
譲

れ
な
い
安
全
を
担
保
す
る
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
現
時
点
で
は
任
せ
ら
れ
な
い
仕
事
が
あ

る
こ
と
も
確
か
だ
。
例
え
ば
、
レ
ー
ル
や
車

体
を
工
具
で
叩
い
て
音
で
故
障
箇
所
を
特
定

す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
身
体
で
覚
え

る
」
ス
キ
ル
は
、
言
語
の
壁
が
あ
る
と
伝
え

る
難
易
度
は
さ
ら
に
上
が
る
。

そ
れ
で
も
、
ア
ウ
ン
さ
ん
は
「
新
し
い
仕

事
を
覚
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
」、
ミ
ヨ
ー
さ
ん
も
「
先
生
た
ち
と
、
み

ん
な
と
一
緒
に
修
理
し
て
い
る
と
き
は
楽
し

い
で
す
」
と
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
苑
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
す
で
に
３
日

礼
儀
正
し
く
真
面
目
に
働
く 

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
技
能
実
習
生

技
能
実
習
生
の
実
際
の
仕
事
ぶ
り
を
見
せ

て
も
ら
う
た
め
に
、
島
原
船
津
駅
に
隣
接
す

る
車
両
基
地
に
伺
っ
た
。
ア
ウ
ン
さ
ん
と
ミ

ヨ
ー
さ
ん
は
、
一
緒
に
車
両
の
ガ
ラ
ス
窓
を

磨
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
は
に
か
ん
だ

笑
顔
で
声
を
揃
え
て
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
一
礼
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

な
ぜ
二
人
は
日
本
行
き
を
決
断
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
ア
ウ
ン
さ
ん
は
、
母
国
で
は
Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
機
械

の
修
理
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
島
原
鉄

道
に
魅
力
を
感
じ
た
と
い
う
。
ミ
ヨ
ー
さ
ん

は
「
家
業
が
農
業
で
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
技
術
は

す
ご
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
来
日
を
決
め

ま
し
た
」
と
話
す
。

と
は
い
え
、
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
言

語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宗
教
や
食
事
、
生

活
習
慣
な
ど
の
隔
た
り
は
必
ず
し
も
小
さ
く

は
な
い
。
日
本
で
驚
い
た
こ
と
、
困
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

年
間
を
通
じ
て
気
温
が
高
い
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
や
っ
て
き
た
二
人
が
真
っ
先
に
挙
げ
た

の
は
冬
の
寒
さ
だ
。
そ
れ
に
加
え
、
ミ
ヨ
ー

さ
ん
は
「
日
本
語
の
発
音
が
難
し
い
の
で
苦

労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
で
も
生
活
し
て

い
て
イ
ヤ
だ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
す
。
周
囲
の
支
え
も
あ
り
、
す
で
に
日

本
の
生
活
に
は
慣
れ
た
そ
う
だ
。

技
能
実
習
生
の
二
人
は
島
原
鉄
道
の
借
り

上
げ
住
宅
に
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し
な
が
ら
住

鉄道部 鉄道課 （技能実習生）

アウン・ゾウ・
ミヨー

1

2

4
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に
１
回
行
う
車
両
検
査
な
ど
一
定
の
仕
事
は

任
せ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

鉄
道
業
界
で
進
む
外
国
人
材
育
成

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
外
国
人
向
け
の
特
定
技
能

人
材
育
成
研
修
を
行
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

や
ベ
ト
ナ
ム
人
を
受
け
入
れ
、
２
０
２
５
年

３
月
に
は
特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
の
合
格

者
を
24
名
出
し
た
。
今
後
は
、
鉄
道
他
社
か

ら
も
オ
ー
プ
ン
に
外
国
人
研
修
生
を
受
け
入

れ
、
特
定
技
能
人
材
育
成
研
修
を
拡
大
す
る

方
針
を
公
表
し
て
い
る
。

技
能
実
習
制
度
を
発
展
的
に
解
消
し
、
２

０
２
７
年
ま
で
に
は
「
育
成
就
労
制
度
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

制
度
で
は
３
年
間
の
就
労
を
通
じ
て
特
定
技

能
１
号
レ
ベ
ル
の
技
能
を
習
得
さ
せ
、
そ
の

後
「
特
定
技
能
」
と
し
て
長
期
雇
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
技
能
実
習
制
度
は
、
海
外
か
ら
受
け
入

れ
た
人
材
を
教
育
し
て
、
自
国
に
そ
の
技
術

を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
国
際
貢
献
を

す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
で
も
、
制
度
的
に

許
さ
れ
る
な
ら
、
継
続
的
に
い
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
」（
苑
田
さ
ん
）

２
０
２
１
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
来
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
軍
事
政
権
に
よ
る
支
配
と
こ
れ

に
抵
抗
す
る
勢
力
と
の
間
で
深
刻
な
政
治
的

混
乱
と
内
戦
が
続
い
て
い
る
。
二
人
に
今
後

の
希
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
で
き
れ
ば
島

原
鉄
道
で
働
き
続
け
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
技
能
実
習
生
と
島
原
鉄
道
は
い
わ
ば
相

思
相
愛
だ
が
、
育
成
に
時
間
を
か
け
、
本
人

た
ち
も
地
域
に
順
応
し
つ
つ
あ
る
段
階
で
、

帰
国
を
前
提
と
す
る
制
度
設
計
は
現
場
に

と
っ
て
割
り
切
れ
な
い
現
実
で
も
あ
る
。

一
方
で
、
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
れ
ば
人

手
不
足
が
自
動
的
に
解
消
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
言
語
の
壁
が
あ
る
中
で
安
全
を
担
保
す

る
に
は
、
教
え
る
側
の
負
担
も
増
え
る
。
生

活
面
へ
の
配
慮
や
住
ま
い
の
確
保
、
職
場
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
計
な
ど
、
受
け

入
れ
側
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
っ
て
仕
事
に
戻
る
二
人
の
姿
を
見
な
が

ら
、「
本
当
に
二
人
は
素
直
で
真
面
目
。
彼

ら
の
笑
顔
に
は
こ
ち
ら
も
本
当
に
癒
や
さ
れ

ま
す
」
と
話
す
苑
田
さ
ん
の
眼
差
し
は
温
か

か
っ
た
。

現
場
の
実
情
を
知
る
と
、
外
国
人
材
活
用

は
制
度
論
だ
け
で
は
語
れ
な
い
。
人
材
不
足

が
続
く
地
方
鉄
道
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、

単
な
る
人
員
補
充
で
は
な
く
、
育
成
と
定
着

を
前
提
に
し
た
受
け
入
れ
の
し
く
み
づ
く
り

だ
と
わ
か
る
。
技
能
実
習
か
ら
育
成
就
労
へ

と
制
度
が
移
行
す
る
中
で
、
現
場
の
こ
う
し

た
試
行
錯
誤
が
、
地
域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

1  3  真剣な眼差しで車両のガラス窓を磨く実習生の二人。
2  本社から程近い場所にある島原鉄道の車両基地。
4  5  日本一海に近い駅と呼ばれ、SNS でも人気の高い大三
東（おおみさき）駅。ホームには、訪れた人たちの願い事
が書かれた黄色いハンカチが風にはためいていた。

鉄道部 鉄道課 （技能実習生）

アウン・イエ・
チョウ

5

3
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Ｇ
Ｏ
Ａ
２・５
導
入
に 

踏
み
切
っ
た
南
海
電
鉄

将
来
の
鉄
道
事
業
を
維
持
す
る
た
め
の
一

つ
の
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
動
運

転
。
南
海
電
鉄
は
、
な
か
で
も
私
鉄
初
と
な

る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
（
係
員
付
き
自
動
運
転
）

で
の
営
業
運
転
を
、
２
０
２
７
年
度
か
ら
高

師
浜
線
（
羽は

衣ご
ろ
も

駅
～
高た

か

師し
の

浜は
ま

駅
）
で
開
始

す
る
予
定
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
の
が
鉄

道
事
業
本
部
安
全
推
進
部
次
世
代
鉄
道
シ
ス

テ
ム
導
入
推
進
課
長
の
岡
本
広
基
さ
ん
だ
。

自
動
運
転
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
ほ
か
、
運
転
士
を
は
じ
め
と
す
る
乗
務

員
の
育
成
や
新
人
研
修
を
行
う
鉄
道
研
修
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
す
る
。

関
西
国
際
空
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
空
港

線
を
開
業
し
た
当
時
、
南
海
電
鉄
は
１
９
９

３
年
、
１
９
９
４
年
に
大
量
採
用
を
行
っ

た
。
一
方
、
そ
の
後
は
採
用
数
を
絞
り
込
ん

だ
た
め
、
岡
本
さ
ん
は
「
社
内
の
年
齢
構
成

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
」
と
話

す
。
大
量
採
用
世
代
は
50
歳
を
超
え
、
今
後

は
退
職
期
を
迎
え
る
。
高
卒
新
卒
採
用
の
再

開
や
離
職
防
止
策
を
含
め
、
人
材
確
保
を
急

い
で
い
る
。

「
離
職
者
に
聞
く
と
、
泊
ま
り
勤
務
が
負

担
だ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
い
。
そ
う
し
た

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
南
海
本
線
の
一
部

の
駅
で
は
試
験
的
に
泊
ま
り
勤
務
を
な
く
し

て
日
勤
だ
け
に
し
た
り
、
早
朝
深
夜
で
も
遠

隔
で
監
視
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
大

幅
に
泊
ま
り
勤
務
を
減
ら
す
な
ど
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
ま

す
」こ

う
し
た
流
れ
の
中
で
、
自
動
運
転
も
社

員
の
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
取
り
組
み
と

し
て
重
要
度
が
高
い
。

「
こ
れ
ま
で
運
転
士
と
し
て
働
い
て
き
た

人
に
、
65
歳
以
降
も
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
。
自
動
運
転
で
彼
ら
の
負
担
を
軽
減
で
き

れ
ば
、
も
っ
と
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
今

い
る
社
員
に
も
長
く
鉄
道
人
と
し
て
働
い
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
」

６
つ
に
分
類
さ
れ
た 

自
動
化
レ
ベ
ル「
Ｇ
Ｏ
Ａ
」と
は
？

２
０
２
７
年
度
か
ら
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
（
係

南
海
電
鉄

実
用
化
に
向
け
て
推
進
す
る

鉄
道
自
動
運
転
の
現
在
地
点

　

南
海
電
気
鉄
道
（
以
下
、
南
海
電
鉄
）
は
、
中
期
経
営
計
画
で
将
来
の
輸
送
形
態
の
環
境
整
備
を
掲
げ
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
加
え
て

自
動
運
転
の
実
装
を
進
め
て
き
た
。
人
材
・
運
転
士
不
足
と
い
う
課
題
が
あ
る
な
か
、
列
車
本
数
の
維
持
と
安
全
の
両
立
を
図
る
手
段
と

し
て
、
２
０
２
７
年
度
に
は
、
私
鉄
で
初
と
な
る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・５
（
係
員
付
き
自
動
運
転
）
を
高た

か

師し
の

浜は
ま

線
で
導
入
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
核
を
担
う
担
当
者
に
そ
の
狙
い
と
未
来
へ
の
展
望
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
南
海
電
鉄
株
式
会
社

鉄道事業本部 安全推進部  
次世代鉄道システム導入推進 課長

岡本広基
Hiroki OKAMOTO

REPORT.2
こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
向
け
た

民
鉄
業
界
の
取
り
組
み

特
　
集
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員
付
き
自
動
運
転
）
の
営
業
運
転
を
開
始

す
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
を

振
り
返
る
前
に
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
（G

rades O
f 

Autom
ation
）
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

Ｇ
Ｏ
Ａ
と
は
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
（
国
際
公
共
交
通

連
合
）
に
よ
る
鉄
道
の
自
動
運
転
レ
ベ
ル
を

定
め
る
基
準
の
こ
と
で
、
０
か
ら
４
ま
で
の

５
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
２
・
５
は
日

本
独
自
基
準
）。

最
高
レ
ベ
ル
の
Ｇ
Ｏ
Ａ
４
は
、
運
転
士
や

係
員
が
乗
車
せ
ず
、
発
車
、
加
減
速
、
停

止
、
ド
ア
開
閉
、
異
常
時
対
応
な
ど
を
シ
ス

テ
ム
が
完
全
に
自
動
で
行
う
。
国
内
で
は
、

１
９
８
１
年
に
開
業
し
た
神
戸
新
交
通
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
や
ゆ
り
か
も
め
と
い
っ
た

新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
ホ
ー
ム
と
線
路
を

天
井
ま
で
隔
て
て
転
落
や
接
触
事
故
を
防
ぐ

フ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ

れ
、
全
線
が
高
架
化
さ
れ
て
い
る
。
踏
切
も

一
切
な
く
、
人
や
障
害
物
と
な
り
得
る
も
の

が
線
路
内
に
侵
入
す
る
こ
と
が
な
い
。
あ
ら

か
じ
め
Ｇ
Ｏ
Ａ
４
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
高
度
な
自
動
運
転
を
可
能
に

し
て
い
る
の
だ
。

Ｇ
Ｏ
Ａ
３
は
、
一
部
の
モ
ノ
レ
ー
ル
で
す

で
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
自
動
列

車
運
転
装
置
）
に
よ
る
自
動
運
転
で
、
添
乗

員
が
乗
務
す
る
逆
ワ
ン
マ
ン
（
運
転
士
で
は

な
く
添
乗
員
の
み
が
乗
務
す
る
形
態
）
の
か

た
ち
を
と
る
。

車
両
の
発
進
・
停
止
や
加
減
速
な
ど
す
べ

て
の
操
作
は
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
行
う
た

め
、
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
（
以
下
、
動

免
）
の
資
格
を
保
有
す
る
運
転
士
は
必
要
な

い
。
添
乗
員
が
担
当
す
る
の
は
、
ド
ア
の
開

閉
と
避
難
誘
導
の
み
だ
。

こ
う
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の
自
動
運
転
を
実

現
す
る
に
は
、
人
や
障
害
物
の
線
路
内
へ
の

侵
入
を
完
全
に
な
く
す
必
要
が
あ
り
、
高
架

化
に
よ
る
踏
切
廃
止
や
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

な
ど
巨
額
の
投
資
が
求
め
ら
れ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
沿
線
の
自
治
体
や
住
民
の
合

意
形
成
も
必
要
に
な
る
た
め
、
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
技
術
が
あ
る
か
ど
う
か
」

だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
線
区
の
条

件
や
設
備
の
整
備
状
況
と
不
可
分
で
あ
る
た

め
、
既
存
の
鉄
道
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
自
動
運

転
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
の
は
難
易
度
が

高
い
。

そ
し
て
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
は
、
鉄
道
車
両
を
運

転
す
る
た
め
に
必
要
な
国
家
資
格
で
あ
る

「
動
免
」
を
持
つ
運
転
士
が
運
転
室
に
乗
務

し
、
運
転
士
の
責
任
の
下
で
自
動
運
転
を
行

う
。
踏
切
が
な
く
、
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
下
鉄
な
ど
で
採
用
例
が
あ
る
。

南
海
電
鉄
が
目
指
す
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
は
、

Ｇ
Ｏ
Ａ
２
と
Ｇ
Ｏ
Ａ
３
の
中
間
と
し
て
定
義

さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
で
、
通
常
時
は
自
動
運

転
で
走
ら
せ
つ
つ
、
先
頭
車
両
に
運
転
士
で

な
く
係
員
が
乗
務
し
、
非
常
時
の
停
止
操
作

な
ど
を
担
う
。
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
動

免
取
得
を
前
提
と
し
た
運
転
士
養
成
に
依
存

せ
ず
、
運
用
形
態
を
組
み
立
て
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

既
存
の
鉄
道
で
Ｇ
Ｏ
Ａ
３
、
４
の
実
現
に

は
莫
大
な
投
資
が
必
要
に
な
る
た
め
、
同
社

で
は
、
ま
ず
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
を
導
入
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
と
技
術
開
発

を
進
め
て
、
次
を
目
指
す
考
え
だ
。

GOA0～2
GOA0（路面電車）
GOA1（一般的な路線）
GOA2（東京メトロ丸ノ内線、
つくばエクスプレス等）

運転士が乗務

GOA2.5
※IEC及びJISには定義さ
　れていない、日本が独自
　に設定したレベル

JR九州 香椎線
運転士の資格を持たない
係員が列車の前頭に乗務
〈役割〉
緊急停止操作、避難誘導等

GOA3
添乗員付き自動運転 （一部のモノレール）

添乗員（運転士ではなく、緊急
停止操作も行わない）が乗務
〈役割〉避難誘導等

GOA4
自動運転

一部の新交通等：
ゆりかもめ、
神戸新交通等

係員（※）の乗務無し
※運転士、車掌、運転士では
　ない係員、添乗員

自動化レベル 乗務形態のイメージ 導入状況

（ ）

■鉄道の運転形態と自動化レベル

GOA：Grade Of Automation　※ IEC 62267（JIS E 3802）: 自動運転都市内軌道旅客輸送システムに
よる定義（IEC：国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission）電気及び電子技術
分野の国際規格の作成を行う国際標準化機関）　※出典：プレスリリースをもとに作成。

明治 18 年（1885）12 月に開業し、大阪ミナミの拠点にある南海
電鉄なんば駅。

和歌山港線で実施された「係員付き自動運転 (GOA2.5)」走行試験。「試
運転」の行先表示を掲出し、2 両編成の 8300 系が和歌山市～和歌山港間
を往復走行した。
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重
ね
て
き
た
。
故
障
が
起
き
な
い
か
ぎ
り
、

１
ｍ
以
内
の
精
度
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
停
車
で

き
る
ま
で
運
行
精
度
も
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

認
可
を
得
る
た
め
の
厳
し
い
審
査

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
は
、
有

識
者
か
ら
な
る
自
動
運
転
検
討
委
員
会
か
ら

安
全
性
等
の
評
価
を
受
け
、
国
か
ら
認
可
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

係
員
が
乗
務
す
る
運
用
を
前
提
に
、
異
常

時
の
停
止
手
順
や
踏
切
・
線
路
内
へ
の
立
ち

入
り
の
対
応
、
教
育
訓
練
の
内
容
ま
で
含
め

て
、
安
全
性
を
説
明
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

た
め
、
新
し
く
開
発
し
た
自
動
運
転
シ
ス
テ

ム
で
試
験
走
行
を
続
け
、
ト
ラ
イ
・
ア
ン

ド
・
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
何
度
も
会

議
を
し
て
は
資
料
を
作
り
上
げ
る
日
々
だ
っ

た
と
い
う
。

そ
し
て
２
０
２
５
年
３
月
末
に
南
海
電
鉄

は
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
検
討
委
員
会
か

ら
安
全
性
評
価
の
お
墨
付
き
を
得
た
。
こ
れ

は
、
自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
た
ゴ
ー
サ

イ
ン
が
出
た
私
鉄
初
の
事
例
と
な
っ
た
。

２
０
２
６
年
１
月
の
取
材
時
点
で
は
、
監

督
官
庁
で
あ
る
近
畿
運
輸
局
に
各
種
申
請
を

行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
２
０
２
７
年
度
に

は
高た

か

師し
の

浜は
ま

線
で
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
に

よ
る
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。

２
０
２
５
年
度
中
に
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動

運
転
に
必
要
な
地
上
設
備
と
車
両
改
造
の
た

め
の
詳
細
設
計
、
お
よ
び
機
器
類
等
の
製
造

を
は
じ
め
、
２
０
２
６
年
度
に
は
地
上
設
備

人
材
不
足
へ
の 

危
機
感
が
出
発
点

南
海
電
鉄
が
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
の
実
現
に
動

き
だ
し
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る

前
の
こ
と
。
当
時
の
社
長
よ
り
「
将
来
の
人

材
不
足
を
見
据
え
て
、
自
動
運
転
を
検
討
で

き
な
い
か
」
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
３
年
８
月
か
ら
和
歌
山

港
線
（
和
歌
山
市
駅
―
和
歌
山
港
駅
）
で
の

Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自
動
運
転
運
用
に
向
け
て
の

走
行
試
験
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

同
社
が
目
指
す
の
は
、
高
師
浜
線
で
の
営

業
運
転
だ
が
、
い
き
な
り
導
入
線
区
で
走
行

試
験
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、
試
験
を
行
い

や
す
い
環
境
を
先
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
い
う
。

岡
本
さ
ん
は
、
走
行
試
験
を
現
実
の
業
務

と
し
て
回
し
て
い
く
う
え
で
、
時
間
の
取
り

方
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

「
和
歌
山
港
線
は
、
和
歌
山
港
と
徳
島
港

を
結
ぶ
南
海
フ
ェ
リ
ー
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ

を
組
ん
で
い
ま
す
。
昼
間
の
フ
ェ
リ
ー
の
発

着
が
な
い
時
間
帯
は
列
車
が
走
り
ま
せ
ん
。

そ
の
２
～
３
時
間
を
使
っ
て
工
事
列
車
と
し

て
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
走

行
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
通
常
な
ら
営
業
が

終
わ
っ
た
深
夜
に
行
い
ま
す
が
、
深
夜
で
は

メ
ン
バ
ー
の
疲
労
度
も
高
い
で
す
し
、
私
自

身
も
非
常
に
し
ん
ど
い
で
す
か
ら
ね
」

南
海
電
鉄
で
は
、
安
全
性
の
確
認
を
進
め

な
が
ら
、
延
べ
７
５
０
０
㎞
の
走
行
試
験
を

■和歌山港線で実施した走行試験の様子

1  試験車両に積載した自動運転システム。 2  赤色の緊急停止ボタンに手を添える係員。緊急時にはボタンを押す。
3  車両内で走行試験の様子を見守る関係者。 4  自動運転の状況を確認するためのモニター画面。
5  走行試験が行われた和歌山港線の和歌山港駅。 6  緑色ボタンが起動時に押下するボタンで、赤色のボタンが緊急停止ボタン。
7  走行試験に使われた信号機。
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の
施
工
お
よ
び
車
両
改
造
を
完
了
さ
せ
る
と

い
う
。

さ
ら
に
２
０
２
７
年
度
に
は
走
行
試
験
を

実
施
し
て
、
係
員
の
養
成
を
行
う
計
画
だ
。

「
列
車
番
号
を
認
識
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
さ
れ
た
停
車
駅
な
ど
に
従
っ
て
自
動

運
転
が
行
わ
れ
ま
す
。
係
員
は
操
作
す
る
必

要
が
な
く
、
非
常
時
に
は
停
止
ボ
タ
ン
を
押

し
ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
は
説
明
す
る
。
そ
れ

以
外
の
操
作
が
必
要
な
問
題
が
起
き
た
場
合

は
、
係
員
は
操
作
で
き
な
い
た
め
、「
動
免
」

保
持
者
と
交
代
す
る
。

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
拡
大
す
る
過
程

で
は
、
運
転
士
と
係
員
が
乗
車
す
る
列
車
を

交
互
に
走
ら
せ
、
非
常
時
は
状
況
に
応
じ
て

乗
務
員
を
入
れ
替
え
な
が
ら
自
動
運
転
と
非

自
動
運
転
を
使
い
分
け
る
運
用
を
行
い
安
定

輸
送
が
行
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

自
動
運
転
の
導
入
に
あ
た
り
、
南
海
電
鉄

の
社
内
で
も
不
安
の
声
が
上
が
っ
た
と
い
う

が
、
岡
本
さ
ん
が
「
今
い
る
運
転
士
に
も
長

く
働
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
う
よ
う
に
、

自
動
運
転
化
が
進
ん
で
も
動
免
の
資
格
保
持

者
の
存
在
が
直
ち
に
不
要
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
異
常
時
対
応
や
教
育
の
面

で
、
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
。

自
動
運
転
導
入
を
控
え
る 

「
高
師
浜
線
」

と
こ
ろ
で
、
高
師
浜
線
の
〝
い
ま
〟
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
羽
衣
駅
か
ら

高
師
浜
駅
ま
で
の
１
・
４
㎞
を
結
ぶ
、
全
３

駅
の
短
い
路
線
に
乗
っ
て
み
た
。

２
０
２
４
年
４
月
に
高
架
化
さ
れ
た
羽
衣

駅
３
番
ホ
ー
ム
か
ら
２
両
編
成
の
車
両
に
乗

り
込
む
と
、
電
車
は
す
ぐ
に
進
行
方
向
の

右
、
大
阪
湾
に
向
か
っ
て
大
き
く
カ
ー
ブ
す

る
。
全
線
が
高
架
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
車

窓
か
ら
は
住
宅
街
の
向
こ
う
に
大
阪
湾
沿
い

に
並
ぶ
工
場
群
が
見
え
る
。
煙
を
吐
き
出
す

製
油
所
の
高
い
煙
突
を
眺
め
て
い
る
と
伽き

ゃ

羅ら

橋ば
し

駅
に
到
着
。
す
ぐ
に
発
車
す
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
終
点
・
高
師
浜
駅
に
着
い
た
。
所

要
時
間
は
３
分
ほ
ど
だ
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
た
め
、
先
頭
車
両
に

乗
っ
て
い
た
運
転
士
は
確
認
作
業
を
終
え
る

と
、
足
早
に
今
度
は
先
頭
車
両
に
な
る
後
方

車
両
に
移
動
し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
な
停

車
時
間
で
羽
衣
駅
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。

期
待
さ
れ
る 

地
方
鉄
道
存
続
へ
の
貢
献

「
弊
社
は
、
昔
な
が
ら
の
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
自
動

列
車
停
止
装
置
）（
※
）
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
お
り
、
地
方
鉄
道
を
含
め
、
多
く
の

鉄
道
路
線
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
い
ま

す
。
我
々
の
自
動
運
転
へ
の
取
り
組
み
は
、

運
転
士
不
足
が
よ
り
深
刻
な
多
く
の
投
資
が

難
し
い
地
方
鉄
道
の
人
員
不
足
の
解
消
に
も

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
」

そ
う
語
る
岡
本
さ
ん
は
、
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５

の
技
術
面
や
管
理
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
方

の
鉄
道
事
業
者
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
方

鉄
道
の
存
続
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
す
で
に
地
方
の
鉄
道
事
業
者
か
ら
、

こ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
依

頼
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。

１
９
１
８
年
開
業
と
長
い
歴
史
を
持
つ
高

師
浜
線
で
私
鉄
初
と
な
る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２
・
５
自

動
運
転
が
始
ま
る
。

そ
の
新
た
な
鉄
道
の
か
た
ち
は
、
公
共
交

通
を
維
持
す
る
た
め
の
現
実
的
な
選
択
肢
と

し
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

※�停止（赤）を現示する信号機からある程度手前の位置に列車がさしかかったとき、運転士が所定の確認扱いをしないと自動的にブレーキがかかって停止させるシステム。
"Automatic Train Stop"（自動列車停止装置）の略語。

■自動運転化が予定されている高師浜線

高師浜線の終点・高師浜駅の停車中の様子。復路への準備のため、運転士が点検を行ってい
る。

羽衣駅のホーム。駅名の由来は “ 浜寺三名松 ” と呼ばれた「羽衣の松」という。歴史ある景
勝地とあって、ホームからの見晴らしも良い。

高師浜線の始発・羽衣駅は南海本線と接続し、難波・関西空港へのアクセスに利便性が高
い。バリアフリー設備が整った駅の周辺では、現在も再開発が進んでいる。
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「
京
王
電
鉄
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

導
線
づ
く
り
は
採
用
活
動
に
お
け
る
課
題

だ
っ
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
変
え
た 

広
報
活
動

そ
の
課
題
に
応
え
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
が
、
同
社
の
「
京
王
電
鉄
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
だ
。
登
録
者
数
約
８
・
７
万
人
（
２

０
２
６
年
２
月
末
時
点
）
は
、
大
手
私
鉄
の

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
で
は
圧
倒
的
な
数
字

と
い
え
る
。

広
報
部
課
長
で
同
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
松
本
洋
征
さ
ん
は
、

転
し
て
い
る
現
在
は
、
学
生
の
目
線
は
「
伸

び
る
」
と
い
わ
れ
る
業
界
に
向
き
や
す
く
、

鉄
道
業
界
は
相
対
的
に
選
ば
れ
に
く
く
な
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
状
況
で
カ
ギ
に
な
る
の
が
、
学

生
と
ど
う
接
点
を
も
つ
か
だ
。
イ
ン
タ
ー

ン
、
採
用
ツ
ー
ル
強
化
、
採
用
チ
ャ
ネ
ル
拡

大
な
ど
、
接
点
を
増
や
し
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
リ
ー
チ
し
に
く
い
層
が
あ
る
。

特
に
設
備
・
車
両
・
電
気
・
保
守
と
い
っ

た
技
術
系
の
仕
事
は
、
運
転
士
や
駅
員
な
ど

の
職
種
に
比
べ
そ
の
実
態
が
想
像
さ
れ
に
く

い
。
し
か
し
就
職
活
動
を
始
め
た
学
生
た
ち

が
「
働
く
自
分
の
姿
」
を
思
い
描
く
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
検
討
の
俎
上
に
上
が
る
こ

と
す
ら
で
き
な
い
。

「
安
定
」だ
け
で
は
選
ば
れ
な
い

「
採
用
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
が
変
わ
り
、
就
職
難
だ
っ
た
我
々
か

ら
す
る
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
」

京
王
電
鉄
人
事
部
課
長
の
井
出
康
仁
さ
ん

が
そ
う
言
う
よ
う
に
、
京
王
電
鉄
と
い
え
ど

も
新
卒
の
採
用
活
動
は
容
易
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
総
合
職
で
は
例
年
20
人
前
後

を
採
用
し
て
お
り
、
募
集
数
に
対
し
て
充
足

し
て
い
る
と
い
う
が
、
理
系
の
技
術
系
人
材

は
エ
ン
ト
リ
ー
自
体
が
少
な
く
、
人
材
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
と
い
う
。

景
気
が
悪
化
す
る
と
、
比
較
的
「
安
定
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
鉄
道
業
界
で
は
志
望
者

が
増
加
し
や
す
い
。
だ
が
、
雇
用
環
境
が
好

「
鉄
道
会
社
は
、
あ
っ
て
当
た
り
前
の
〝
空

気
の
よ
う
な
存
在
〟
に
な
り
や
す
い
」
と
指

摘
す
る
。

長
年
、
京
王
電
鉄
で
は
広
報
活
動
に
お
い

て
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
重
視
し
て
き
た
と
い
う
。

し
か
し
、
松
本
さ
ん
は
そ
の
状
況
に
一
石
を

投
じ
た
。

「
私
た
ち
の
Ｃ
Ｍ
は
、
京
王
電
鉄
の
企
業

イ
メ
ー
ジ
を
訴
求
す
る
も
の
で
し
た
。
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
打
つ
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
な
い

か
、
そ
の
意
義
か
ら
問
い
直
し
、
硬
直
化
し

て
い
た
広
報
活
動
の
あ
り
方
を
変
え
る
べ
き

だ
と
思
っ
た
の
で
す
」（
松
本
さ
ん
）

都
村
智
史
社
長
の
「
失
敗
し
て
も
い
い
。

も
っ
と
挑
戦
し
よ
う
！
」
と
い
う
後
押
し
も

あ
り
、
松
本
さ
ん
は
、
広
報
活
動
を
「
デ
ジ

京
王
電
鉄

志
望
者
層
と
の
接
点
を
拡
充
す
る

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
動
画
活
用

　

イ
ン
フ
ラ
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
民
鉄
業
界
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
多
様
な
職
種
を
抱
え
る
鉄
道
会
社

に
お
い
て
は
、
特
に
技
術
系
人
材
の
確
保
は
難
し
く
、
各
社
が
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
京
王
電
鉄
が
力

を
入
れ
て
き
た
の
がYouTube

を
活
用
し
た
情
報
発
信
だ
。
売
り
手
市
場
と
い
わ
れ
る
現
在
、
同
社
が
ど
の
よ
う
に
し
て
多
様
な
人

に
「
見
つ
け
て
も
ら
え
る
存
在
」
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
の
か
。
担
当
者
に
詳
し
い
話
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
京
王
電
鉄
株
式
会
社

人事部 ダイバーシティ推進担当課長  
兼 人事担当課長

井出康仁
Yasuhito IDE

鉄道事業本部 計画管理部  
企画管理担当 課長

加納義一
Yoshikazu KANO

REPORT.3
こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
向
け
た

民
鉄
業
界
の
取
り
組
み

特
　
集
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YouTube

が
も
た
ら
し
た 

採
用
活
動
の
変
化

松
本
さ
ん
が
「
面
白
い
会
社
が
あ
る
よ
と

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
う
よ
う
に
、
何
は
と

も
あ
れ
、
ま
ず
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
コ
ン
テ

ン
ツ
を
観
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。

YouTube

で
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
る
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
並
び
、
次
々
興
味

が
湧
い
て
く
る
。「
会
社
が
伝
え
た
い
こ
と
」

よ
り
「
視
聴
者
が
見
た
い
こ
と
」
を
前
に
出

し
た
エ
ン
タ
メ
性
の
高
い
動
画
が
多
く
、
な

か
に
は
「
公
式
な
の
に
大
丈
夫
？
」
と
目
を

丸
く
さ
れ
そ
う
な
企
画
も
あ
る
が
、
だ
ん
だ

ん
と
働
く
人
た
ち
の
人
柄
や
現
場
の
リ
ア
ル

が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
動
画

は
、「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
」
こ
と
を

具
体
的
に
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
志
望
者
が

応
募
す
る
際
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
に
も
寄
与
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

鉄
道
部
門
の
採
用
を
担
当
す
る
計
画
管
理

部
課
長
の
加
納
義
一
さ
ん
に
よ
る
と
、
採
用

志
望
者
の
多
く
が
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
認
知

し
て
お
り
、
採
用
面
接
の
場
で
「YouTube

を
見
た
」「
志
望
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る
と
い
う
。

「YouTube

は
、
学
生
と
の
コ
ン
タ
ク
ト

を
増
や
す
有
力
な
手
段
に
な
り
ま
す
。
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
エ
ン
ト
リ
ー
が

増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
加
納
さ
ん
）

そ
ん
な
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
若
手
社

員
が
主
体
的
に
制
作
し
た
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

も
あ
り
、
仕
事
内
容
や
会
社
の
こ
と
を
も
っ

タ
ル
戦
略
に
全
振
り
す
る
」

方
向
転
換
を
提
案
。
２
０

２
４
年
４
月
か
ら
京
王
電

鉄
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
、
契

約
期
間
が
終
わ
れ
ば
そ
の

後
は
視
聴
す
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
。YouTube

の

動
画
で
あ
れ
ば
、
い
ま
現

在
は
鉄
道
や
当
社
に
興
味

が
な
い
人
で
も
、
将
来
何

か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
観
て

も
ら
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、

結
果
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
方
が

当
社
の
認
知
は
高
ま
る

と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
の

で
、YouTube

を
Ｐ
Ｒ
の

軸
に
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
」公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
動

画
は
、
松
本
さ
ん
が
そ
の

効
果
を
〝
一
石
十
鳥
〟
と

表
現
す
る
よ
う
に
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｒ
に
な

り
、
視
聴
者
に
は
「
鉄
道

の
裏
側
」
が
わ
か
る
エ
ン

タ
メ
に
な
り
、
沿
線
住
民

に
は
親
近
感
を
高
め
る
効

果
を
も
つ
。
さ
ら
に
、
社

員
同
士
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
強
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
各
部
署
の
社
員
が

積
極
的
に
出
演
し
て
い
る
。

松
本
さ
ん
は
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
携
わ
っ

て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

「
海
外
に
住
ん
で
い
た
人
が
、
当
社
の
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
動
画
が
き
っ
か
け
で
京
王

電
鉄
に
興
味
を
も
ち
、
帰
国
後
に
採
用
応
募

し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

京
王
電
鉄
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
こ
れ
ま

で
届
か
な
か
っ
た
人
た
ち
の
最
初
の
一
歩
を

支
え
る
存
在
と
し
て
確
か
に
機
能
し
始
め
て

い
る
よ
う
だ
。

広報部 企画宣伝担当課長／ YouTube
公式チャンネルプロデューサー

松本洋征
Hiroyuki MATSUMOTO

■�公式チャンネルの人気動画
（一部抜粋）

京王電鉄高幡不動駅掛員が２択で仕事の
本音を答えるショート動画は、37 万回再
生（※）を突破する人気ぶりだ。
※ 2026 年 2 月末時点

本社ビル 2 階にあるコミュニケーションスペース「NIKAI」は、有志
の若手・中堅社員によって企画・設計され、社員同士が自由に集い、
アイデアを広げるための仕掛けが詰まった空間となっている。

〔京王沿線おでかけバラエティ〕
北陸鉄道とコラボし、京王電鉄の元運転士
と元検車掛が金沢グルメを堪能。金沢観光
を楽しみ、その沿線の魅力を伝える。

〔鉄道事業バラエティ〕
「駅そば」をテーマに鉄道系列６社（小田
急、京急、JR 東日本、東急、東京メトロ、京
王）が集結！「利きつゆ対決」などを展開。

〔京王沿線おでかけバラエティ〕
人気チャンネルとコラボし、SNS で話題の沿
線のおすすめスポットや人気店・食レポやア
クティビティ等を紹介する。

〔停車場のスピス〕
新型車両 2000 系の車両の顔が古代魚に似て
いると話題になったことをきっかけに実現し
た「店番のスピス」とのコラボアニメ。

〔鉄道事業バラエティ〕
「鉄道会社のライバルが前代未聞の真剣５番
勝負！」と称し FC 東京× FC 町田ゼルビアの
パートナー同士でもある京王×小田急が対決。

〔鉄道事業バラエティ〕
電車の運行を影で支える「構内運転士」の
１日に密着。一般には認知度の低い「激レ
ア」な仕事にフィーチャーして紹介する。
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業
部
で
渋
谷
に
お
け
る
大
規
模
再
開
発
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
経
験

後
、
不
動
産
運
用
事
業
部
で
沿
線
の
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
を
含
む

渋
谷
駅
周
辺
の
開
発
で
は
、
地
域
住
民
や
行

政
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
プ
ロ
セ
ス
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
署
を
移
り
不
動
産
経

営
を
学
ぶ
な
ど
、
不
動
産
を
軸
に
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
中
田
さ
ん

が
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
き
っ
か
け
は
結

婚
だ
。
結
婚
相
手
が
関
西
在
住
で
あ
っ
た
た

め
、
７
年
間
勤
め
た
東
急
を
退
職
し
、
関
西

へ
の
転
居
を
決
め
た
。

し
か
し
「
収
益
を
追
う
だ
け
で
は
な
く
、

沿
線
の
価
値
向
上
や
地
域
と
の
共
生
を
意
識

し
た
開
発
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
し
た
」
と
い
う
中
田
さ
ん
に
は
、
鉄

道
系
の
不
動
産
会
社
で
働
く
こ
と
へ
の
強
い

想
い
が
あ
っ
た
。

「
関
西
に
移
っ
て
も
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
た
と

き
、
以
前
同
僚
が
利
用
し
て
い
た
『
民
鉄

キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
』
の
存
在
を
思
い
出
し

ま
し
た
」（
中
田
さ
ん
）

「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
」と
は

「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
」
は
、
一
般

社
団
法
人
日
本
民
営
鉄
道
協
会
（
以
下
、
民

鉄
協
）
と
参
加
各
社
が
運
用
す
る
人
材
の
相

互
受
入
ス
キ
ー
ム
だ
。
配
偶
者
の
転
勤
、
育

児
、
介
護
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の
勤
務
地
で

勤
務
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
人
に
、
同
じ
民

鉄
業
界
内
で
転
職
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
。

２
０
２
４
年
１
月
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、

従
来
の
大
手
民
鉄
に
加
え
、
地
方
の
中
小
民

鉄
事
業
者
を
含
む
全
国
78
社
（
２
０
２
４
年

１
月
時
点
）
に
参
加
企
業
が
拡
大
し
た
。
同

時
に
参
加
社
同
士
で
や
り
と
り
す
る
仕
組
み

か
ら
、
民
鉄
協
が
仲
介
役
と
な
り
、
転
職
希

望
者
の
情
報
を
集
約
・
共
有
す
る
制
度
へ
と

改
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
全
国
規
模
で
民
鉄
業
界
内
の

人
材
の
流
出
を
防
ぎ
や
す
く
な
っ
た
。
九
州

で
勤
務
す
る
社
員
が
東
北
地
方
へ
転
居
す
る

場
合
で
も
、
業
務
経
験
を
活
か
し
て
現
地
の

民
鉄
会
社
に
再
就
職
で
き
る
︱︱

そ
ん
な
可

能
性
が
広
が
っ
た
の
だ
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
機
に 

業
界
内
転
職
を
検
討

こ
の
制
度
を
使
っ
て
転
職
を
実
現
し
た
の

が
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
以

下
、
阪
急
阪
神
Ｈ
Ｄ
）
に
総
合
職
と
し
て
採

用
さ
れ
、
現
在
は
阪
急
阪
神
不
動
産
に
出
向

す
る
中
田
有
香
さ
ん
だ
。

関
西
の
大
学
卒
業
後
、
２
０
１
８
年
に
東

急
へ
入
社
し
た
中
田
さ
ん
は
、
渋
谷
開
発
事

「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
」が

サ
ポ
ー
ト
す
る

多
様
な
働
き
方
と

人
材
・ノ
ウ
ハ
ウ
確
保

　

民
営
鉄
道
各
社
が
協
力
し
て
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
勤
務
地
の
制
約
が
生
じ
た
社

員
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
動
き
始
め
た
「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ

ン
」。
こ
の
仕
組
み
は
、
地
域
密
着
型
の
鉄
道
会
社
に
お
い
て
、
転
居
を
伴
う
離
職
が
生
じ

る
局
面
で
、
参
加
会
社
の
中
で
「
働
き
続
け
ら
れ
る
選
択
肢
」
を
確
保
す
る
機
能
を
狙
う
。

本
稿
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
実
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
概
要
と
普
及

に
向
け
た
課
題
を
探
る
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
東
急
株
式
会
社
・
渋
谷
駅
街
区
ビ
ル
事
業
者
・
阪
急
阪
神

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

対
象

・�日本民営鉄道協会または地方鉄道協会に加盟し、 
大手・中小問わず本スキームに参加している会社

・全職種
・�ライフイベントなどに伴い、勤務場所の都合で 

就労継続が困難な各社社員

受
入
形
態

・�対象者や受入会社の事情に合わせ転籍等、 
幅広い形態での対応を考慮する

・�再びの転居等により、元の所属会社への復帰、 
再入社を認める場合もあり

各
社
連
携

・参加各社が本スキームに関する連絡窓口を設置
・�当該事象が生じた場合には、日本民営鉄道協会が、 

希望先会社の窓口を当該会社に連携する
・受入については、当該個社間で検討を実施する
・利用者の受入可否については、受入会社の判断

阪急阪神不動産株式会社 
賃貸事業本部 賃貸事業部  
事業統括グループ

中田有香
Yuka NAKATA

■「民鉄キャリアトレイン」のスキーム図と活用事例

・多様な働き方を実現
・人材・ノウハウを確保

経験者を
採用したい

転職しても
民鉄業界で
働き続けたい

参加会社 参加会社

民鉄協

利用者

REPORT.4
こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
向
け
た

民
鉄
業
界
の
取
り
組
み

特
　
集
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民
鉄
協
を
通
じ
て
東
急
と
阪
急
阪
神
Ｈ
Ｄ

両
社
の
人
事
部
門
が
連
携
し
、
面
接
を
経
て

内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
申
請
か
ら

約
１
カ
月
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

不
動
産
部
門
で
の
経
験
を
評
価
さ
れ
た
中

田
さ
ん
は
、
現
在
、
大
阪
・
梅
田
の
ビ
ル
群

を
中
心
に
オ
フ
ィ
ス
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

当
時
、
阪
急
阪
神
Ｈ
Ｄ
の
採
用
ペ
ー
ジ
に

該
当
職
種
の
募
集
は
な
か
っ
た
。「
こ
の
制
度

が
な
け
れ
ば
、
希
望
の
職
に
は
就
け
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
職
歴
も
人
事
経
由
で

き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
入
社
後
も
同
じ
鉄
道
系
の
不
動
産
会
社

な
の
で
価
値
観
が
近
く
、
仕
事
に
も
す
ぐ
馴

染
め
ま
し
た
」
と
中
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

こ
の
制
度
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
人
事
担

当
者
同
士
が
直
接
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る

「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
」
だ
。
前
職
で
の
実

績
や
強
み
が
会
社
間
で
共
有
さ
れ
る
た
め
、

受
け
入
れ
側
も
適
正
な
ポ
ス
ト
を
想
定
し
や

す
い
。
こ
れ
は
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
採
用
に

は
な
い
、
業
界
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ら
で
は

の
強
み
と
い
え
る
。

「
前
の
職
場
を
退
職
す
る
こ
と
は
大
変
心

苦
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
事
情
を
理
解
し
て

快
く
送
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

来
て
か
ら
も
今
の
職
場
の
上
司
を
交
え
て
情

報
交
換
す
る
な
ど
、
良
好
な
関
係
が
続
い
て

い
ま
す
」
と
中
田
さ
ん
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
業
界
全
体
の
情
報
共
有

と
い
っ
た
副
次
的
メ
リ
ッ
ト
を
生
ん
で
い
る
。

制
度
活
用
の
ハ
ー
ド
ル
と 

今
後
の
課
題

「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
」
に
つ
い
て

制
度
利
用
者
の
視
点
か
ら
、
課
題
と
思
わ
れ

る
点
が
な
か
っ
た
か
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
退
職
の
意
向
を
会
社
に
伝
え
た
後
で
な
い

と
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
な
い
の
は
、
心
理

的
に
負
担
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
中
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
自
身

も
転
職
活
動
が
う
ま
く
い
く
か
不
安
を
抱
え

る
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
応
募
時
に
は
、
第
１
～
第
５
希
望

ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
般
的
な

転
職
活
動
の
よ
う
に
複
数
企
業
へ
の
同
時
応

募
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
希
望
順
に
１
社

ず
つ
打
診
す
る
「
単
願
」
の
よ
う
な
形
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
結
果
が
出
る
ま
で
の
待
機

時
間
が
発
生
し
、「
も
し
不
採
用
だ
っ
た
ら
、

そ
の
分
だ
け
転
職
活
動
が
遅
れ
る
」
と
い
う

不
安
も
生
じ
る
。

「
内
定
ま
で
の
待
ち
時
間
は
別
の
会
社
へ

の
転
職
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
点
は
、

人
に
よ
っ
て
は
リ
ス
ク
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」（
中
田
さ
ん
）。

こ
う
し
た
声
を
活
か
し
、
よ
り
利
用
者
の

不
安
を
軽
減
す
る
制
度
運
用
に
し
て
い
く
こ

と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

「
民
鉄
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
イ
ン
」
は
、
個
人

の
キ
ャ
リ
ア
継
続
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
民
鉄
業
界
の
人
材
基
盤
を

支
え
る
役
割
を
担
い
始
め
て
い
る
。

※「民鉄キャリアトレイン」の詳細は
　民鉄協ホームページよりご確認ください。
　https://www.mintetsu.or.jp/association/news/22655.html

■中田さんの転職前・後の担当事業

東急で担当

阪急阪神不動産で担当

渋谷スクランブル
スクエア

沿線の池尻大橋エ
リアにおける交流
拠点を目指す大橋
会館

阪急大阪梅田駅を
中 心 に 広 が る オ
フィスや商業施設

大阪梅田
ツインタワーズ

（ノース／左手前・
サウス／右奥）
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ま
ず
は
、
民
鉄
協
の
労
務
・
人
材
部
に
お

け
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

去
る
２
０
２
５
年
３
月
７
日
に
国
交
省
、

防
衛
省
、
Ｊ
Ｒ
７
社
及
び
鉄
道
事
業
者
団
体

（
※
上
図
参
照
）
と
の
間
で
「
鉄
道
事
業
等

及
び
自
衛
隊
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
に

係
る
申
合
せ
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
申
合

せ
の
目
的
は
、
退
職
自
衛
官
の
円
滑
な
再
就

職
支
援
な
ど
に
つ
い
て
一
層
の
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
で
あ
り
、
鉄
道
事
業
者
団
体
の
中

に
民
鉄
協
も
含
ま
れ
て
い
る
。

申
合
せ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▼
国
交
省
か
ら
の
要
望
事
項

・
鉄
道
事
業
等
の
業
種
説
明
会
の
実
施

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
提
供

▼
防
衛
省
か
ら
の
要
望
事
項

・
自
衛
隊
の
人
材
確
保
へ
の
協
力 

（
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
）

・
予
備
自
衛
官
等
制
度
へ
の 

理
解
促
進
の
協
力

右
記
、
申
合
せ
の
一
環
と
し
て
、
国
土
交

通
省
鉄
道
局
、
関
東
運
輸
局
と
連
携
し
、
２

０
２
５
年
６
月
に
陸
上
自
衛
隊
朝あ

さ

霞か

駐
屯
地

で
、
退
職
予
定
自
衛
官
を
対
象
と
し
た
業
種

説
明
会
を
開
催
し
た
。

続
い
て
、
総
務
部
広
報
課
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

今
年
度
の
広
報
計
画
に
お
け
る
啓
発
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
、「
鉄
道
業
界
を
支
え
る

人
材
の
確
保
」
を
掲
げ
て
お
り
、
来
年
度
も

継
続
し
て
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
少
子
高
齢
化
や
仕
事
に
対
す

る
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、
鉄
道
業
界
全
体

の
課
題
で
あ
る
「
鉄
道
部
門
の
人
材
難
」
に

日
本
民
営
鉄
道
協
会

部
門
横
断
で

人
材
確
保
問
題
に
む
き
合
う

　

少
子
高
齢
化
や
仕
事
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、
鉄
道
各
社
に
お
い
て
人
材
難
へ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

状
況
の
な
か
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
（
以
下
、
民
鉄
協
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
を
重
要
視
し
て
お
り
、
部
門
横
断
で
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
２
０
２
５
年
度
、
民
鉄
協
で
実
施
し
た
二
つ
の
取
り
組
み
例
を
紹
介
す
る
。

文
・
写
真
画
像
◉
日
本
民
営
鉄
道
協
会

■陸上自衛隊朝霞駐屯地での業種説明会

■「鉄道事業等及び自衛隊における
　人材確保の取組に係る申合せ」の締結者

国土交通省、防衛省

【鉄道事業者】
北海道旅客鉄道株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、

東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、
四国旅客鉄道株式会社、九州旅客鉄道株式会社、

日本貨物鉄道株式会社

【鉄道事業者団体】
第三セクター鉄道等協議会、

一般社団法人 日本地下鉄協会、
一般財団法人 日本鋼索交通協会、
一般社団法人 日本民営鉄道協会

業種説明会で配布した説明資料「民鉄業界での働き方について」
（民鉄協労務・人材部作成）より一部抜粋

REPORT.5
こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
に
向
け
た

民
鉄
業
界
の
取
り
組
み

特
　
集
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対
し
、
鉄
道
業
界
の
仕
事
へ
の
理
解
を
促
進

し
、
将
来
に
向
け
た
鉄
道
業
界
を
支
え
る
人

材
確
保
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
啓
発

動
画
の
作
成
、
公
開
を
行
っ
た
。

本
動
画
を
通
じ
て
、
鉄
道
業
界
の
現
況
や

変
化
の
状
況
を
紹
介
し
、
鉄
道
業
界
全
体
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
未
来
明

る
い
業
界
イ
メ
ー
ジ
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、

就
職
先
検
討
時
に
優
先
順
位
を
上
げ
て
も
ら

い
、
鉄
道
業
界
全
体
と
し
て
多
数
の
人
材
確

保
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
５
０
年
に
は
生
産
年
齢
人
口
が
２
０

２
１
年
に
比
べ
て
約
三
割
弱
も
減
少
す
る
と

の
厳
し
い
予
測
も
あ
り
（
※
）、
今
後
も
人
材

難
が
よ
り
一
層
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
民
鉄
協
と

し
て
は
今
後
も
協
会
内
部
で
の
部
門
間
連
携

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
業
界
全
体
で
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
こ
の
問
題
に
対
し
、

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※出典：総務省令和 4 年版情報通信白書（生産年齢人口の減少）

■作成した動画が埋め込まれた L
ランディングページ

P 　

ページ下部には協会会員各社の HP へのリンクが並ぶ。LP の
URL：https://www.mintetsu.or.jp/tetsudoujinzai/index.html

■鉄道部門の人材難に対する啓発動画
民鉄協にて作成した動画。鉄道業界の様々な仕事への理解促進および就職世代における鉄道業界へ
の興味醸成が狙い
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京
成
電
鉄
本
線
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
の
改
札

を
出
て
通
路
を
少
し
歩
く
と
、「
山
万
ユ
ー

カ
リ
が
丘
線
」
の
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
が
あ

る
。
山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
、
こ
の
地
域

を
開
発
し
た
不
動
産
会
社
、
山
万
株
式
会
社

が
１
９
８
２
年
に
運
行
を
開
始
し
、
翌
年
全

線
開
通
し
た
新
交
通
シ
ス
テ
ム
だ
。

も
と
も
と
山
万
は
大
阪
で
繊
維
業
を
営
ん

で
い
た
が
、
不
動
産
業
に
も
手
を
広
げ
、
横

須
賀
市
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
エ
リ
ア
開
発
に
携
っ

た
。
そ
の
と
き
に
、
住
民
の
た
め
の
交
通
手

段
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地

域
の
開
発
で
は
、
最
初
か
ら
交
通
手
段
も

セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ
、
自
社
で
ユ
ー
カ
リ
が

丘
線
を
運
行
す
る
に
至
っ
た
の
だ
。

一
般
的
に
は
、
鉄
道
会
社
が
先
に
鉄
道
を

開
通
し
、
そ
の
路
線
に
沿
っ
て
不
動
産
開
発

を
行
う
が
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
発
想
で
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
不
動
産
会
社
が
鉄
道
事
業
を

始
め
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
当
時

の
運
輸
省
か
ら
鉄
道
の
事
業
許
可
が
下
り
る

ま
で
に
は
、
大
変
な
努
力
を
要
し
た
。

そ
れ
で
も
山
万
の
意
志
は
固
か
っ
た
。

「
ま
ち
を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
住
民
の

足
を
確
保
す
る
の
は
極
め
て
当
た
り
前
の
こ

と
で
し
た
」
と
、
山
万
株
式
会
社
公
共
交
通

事
業
部
の
執
行
役
員
、
吉
田
秀
彰
氏
は
語

る
。開

発
地
域
の
交
通
手
段
と
し
て
は
、
バ
ス

な
ど
い
く
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。
そ

な
ぜ
新
交
通
シ
ス
テ
ム
な
の
か

中学校

井野

公園

地区センター

ユーカリが丘

女子大

取材・文●中村富美枝　取材・文●中村富美枝　撮影◉加藤有紀撮影◉加藤有紀

鉄道会社が沿線の不動産を開発することはよくあるが、鉄道会社が沿線の不動産を開発することはよくあるが、

山万ユーカリが丘線は逆の発想で生まれた路線だ。山万ユーカリが丘線は逆の発想で生まれた路線だ。

不動産事業を本業とする山万が鉄道事業に参入し、不動産事業を本業とする山万が鉄道事業に参入し、

住民に親しまれながら４０年以上も運行を続けてきた。住民に親しまれながら４０年以上も運行を続けてきた。

同社の取り組みと現在の状況をレポートする。同社の取り組みと現在の状況をレポートする。

ニュータウン内を 1周するニュータウン内を 1周する

住民の利用に特化した住民の利用に特化した
新交通システム新交通システム 山

万
株
式
会
社

山
万
株
式
会
社

ユーカリが丘駅に入線する山万ユーカリが丘線の「こあら３号」



23  MINTETSU SPRING 2026

の
中
で
現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
た
の

は
明
確
な
理
由
が
あ
る
。

開
発
当
時
、
大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
化
石
燃
料
で
走
る
バ
ス

で
は
な
く
鉄
道
が
望
ま
れ
た
。
し
か
し
、
開

発
地
域
内
を
網
羅
し
て
走
行
す
る
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
に
対

応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
特
殊
な
ゴ
ム
合
成
の
路
面
を
ゴ

ム
の
タ
イ
ヤ
で
走
行
す
る
方
法
が
選
ば
れ
、

か
つ
、
１
編
成
を
３
両
と
し
、
１
両
の
長
さ

は
９
メ
ー
ト
ル
と
短
く
抑
え
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
路
面
と
の
摩
擦
係
数
が
高
く
な
り

急
勾
配
で
も
滑
ら
ず
、
急
カ
ー
ブ
も
難
な
く

曲
が
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
が
ゆ
え
の
苦
労
も
あ
る
。

「
一
般
的
な
鉄
道
の
よ
う
に
普
及
数
が
多

く
な
い
た
め
、
部
品
の
調
達
な
ど
に
時
間
も

コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
す
」（
吉
田
氏
）

と
く
に
、
横
に
倒
れ
た
二
つ
の
タ
イ
ヤ
で

レ
ー
ル
中
央
に
あ
る
軌
道
を
挟
む
よ
う
に
し

て
車
両
を
誘
導
す
る
「
中
央
案
内
軌
条
式
」

を
用
い
て
い
る
の
は
、
日
本
中
で
ユ
ー
カ
リ

が
丘
線
だ
け
だ
。

走
行
用
の
大
き
な
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
も
特
殊

で
、
中
に
チ
ュ
ー
ブ
が
入
っ
て
い
る
。
路
線

形
状
お
よ
び
運
行
形
態
に
よ
り
、
ユ
ー
カ
リ

が
丘
駅
を
発
着
す
る
ご
と
に
進
行
方
向
が
変

わ
る
た
め
、
基
本
的
に
前
に
進
む
こ
と
が
前

提
の
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
な
ど
と
は
構
造
か

ら
し
て
違
う
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
安
全
確

保
の
た
め
の
検
査
も
独
自
の
技
術
が
要
求
さ

れ
る
と
い
う
。

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
「
こ
あ
ら
１
号
」
か

ら
「
こ
あ
ら
３
号
」
ま
で
３
編
成
が
あ
る

が
、
普
段
の
列
車
検
査
と
は
別
に
、
こ
の
三

つ
の
編
成
を
順
繰
り
に
４
年
ご
と
の
大
が
か

り
な
定
期
検
査
に
か
け
る
。

部
品
を
一
か
ら
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る

が
、
顧
客
の
安
全
の
た
め
に
完
璧
を
追
求
し

続
け
て
い
る
。

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
に
は
６
つ
の
駅
が
あ

り
、
路
線
図
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
フ
レ
ー
ム
の

よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
起
点
と
な
る
駅

「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」
を
出
て
「
地
区
セ
ン

タ
ー
駅
」
を
過
ぎ
る
と
、「
公
園
駅
」
か
ら

は
「
女
子
大
駅
」「
中
学
校
駅
」「
井
野
駅
」

と
反
時
計
回
り
に
進
み
、
ま
た
公
園
駅
か
ら

地
区
セ
ン
タ
ー
駅
を
経
て
ユ
ー
カ
リ
が
丘
に

都
市
機
能
と
自
然
の
調
和

戻
っ
て
く
る
。

一
周
し
て
も
わ
ず
か
14
分
、
走
行
距
離
に

し
て
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
が
、

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
６
つ
の
駅
は
「
開
発
し
た

宅
地
か
ら
駅
ま
で
ど
こ
も
徒
歩
10
分
以
内
」

と
い
う
考
え
方
で
敷
設
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

開
発
さ
れ
た
の
は
、
環
状
部
の
外
側
で
、

内
側
に
は
手
を
つ
け
ず
に
自
然
環
境
を
守
る

と
い
う
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
、

開
発
前
か
ら
の
住
民
が
お
り
、
古
く
か
ら
あ

る
神
社
仏
閣
な
ど
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
「
都
市
機
能
と
自
然
の
調

和
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
開
発
さ
れ
た

が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
40
年
以
上
経
っ
た

今
で
も
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
過
去
に
開
発
さ
れ
た
多
く
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
の
戸
建
て
住
宅

は
、
年
間
２
０
０
戸
と
い
う
限
定
販
売
を
40

年
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
年

代
が
偏
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い

る
。
子
育
て
環
境
も
整
っ
て
お
り
、
保
育
園

の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

開
発
エ
リ
ア
の
目
標
人
口
で
あ
る
３
万
人

に
は
ま
だ
届
か
な
い
が
、
毎
年
人
口
は
増
え

続
け
て
い
る
。
ま
さ
に
、
S
D
G
s
が
提

唱
す
る
ゴ
ー
ル
の
う
ち
の
一
つ
「
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
早
く
か
ら
考
え
て

き
た
企
業
な
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
も
今
後
も
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘

の
住
民
の
利
便
性
を
考
え
た
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
が
我
が
社
の
使
命
で
す
」
と
吉

田
氏
が
語
る
よ
う
に
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
を

補
完
す
る
た
め
に
、
２
０
０
９
年
か
ら
排

気
ガ
ス
の
出
な
い
電
気
バ
ス
（
E
V
バ
ス
）

の
実
証
実
験
を
開
始
し
、
２
０
２
０
年
に
バ

ス
事
業
免
許
の
認
可
を
受
け
た
。

現
在
は
「
こ
あ
ら
４
号
」
か
ら
「
こ
あ
ら

12
号
」
ま
で
９
台
の
バ
ス
が
稼
働
し
て
お

り
、
タ
ウ
ン
内
の
住
宅
地
や
商
業
施
設
、
福

祉
施
設
、
病
院
な
ど
を
結
ぶ
。
さ
ら
に
、
２

０
２
５
年
に
は
、
タ
ウ
ン
内
と
京
成
本
線
勝

田
台
駅
を
結
ぶ
便
も
新
設
さ
れ
、
住
民
の
利

便
性
が
格
段
に
高
ま
っ
た
。

ま
た
、
た
と
え
ば
大
雪
な
ど
で
ユ
ー
カ
リ

が
丘
線
の
運
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

も
、
他
社
に
振
り
替
え
輸
送
を
外
注
す
る
こ

と
な
く
、
自
社
の
バ
ス
で
住
民
を
自
宅
近
く

ま
で
確
実
に
輸
送
で
き
る
。

「
さ
ら
に
広
い
視
野
で
新
し
い
技
術
を
取

り
入
れ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
、
二

人
乗
り
く
ら
い
の
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
ゆ

く
ゆ
く
は
ド
ロ
ー
ン
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
実
現

し
、
住
民
に
と
っ
て
便
利
な
交
通
機
関
を
展

開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
吉
田
氏
）

エ
リ
ア
全
体
視
点
の
交
通
網
整
備
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こ
う
し
た
住
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
追
求
さ
れ
て
お
り
、
改
札

シ
ス
テ
ム
も
例
外
で
は
な
い
。
２
０
２
４
年

６
月
、
鉄
道
と
バ
ス
の
両
方
で
共
通
し
て
使

え
る
顔
認
証
乗
車
シ
ス
テ
ム
「
ユ
ー
カ
リ

P
A
S
S
」
が
本
格
始
動
し
た
の
だ
。

「
も
と
も
と
我
が
社
は
、販
売
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
顔
認
証
で
解
錠
す

る
技
術
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
新
紙
幣
が

発
行
さ
れ
、
券
売
機
を
新
し
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
の
技
術
を
生

か
し
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
た
の
で
す
」
と
、
公

共
交
通
事
業
部
係
長
、
金
井
智
史
氏
は
言
う
。

顔
認
証
だ
け
で
な
く
、
Q
R
コ
ー
ド

（
※
）
も
使
え
る
。
駅
で
は
顔
認
証
と
Q
R

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
は
別
の
端
末
で
行
う

が
、
バ
ス
の
場
合
、
ス
マ
ホ
サ
イ
ズ
の
端
末

で
両
方
が
行
え
る
。

「
と
は
い
え
、
最
初
は
大
変
で
し
た
。

Q
R
コ
ー
ド
の
チ
ケ
ッ
ト
を
磁
気
券
の
投

入
口
に
入
れ
て
し
ま
う
お
客
様
が
続
出
し
た

の
で
す
」
と
金
井
氏
は
振
り
返
る
。

定
期
券
や
普
通
券
で
は
な
く
回
数
券
を
購

入
し
て
い
た
乗
客
の
た
め
に
、
し
ば
ら
く
の

期
間
、
駅
で
は
磁
気
券
の
投
入
口
を
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

現
在
は
、
普
通
券
・
定
期
券
と
も
顔
認
証

を
利
用
し
て
い
る
乗
客
が
６
割
を
超
え
て
い

る
。
今
後
は
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
域
で
の
買

い
物
、
医
療
機
関
で
の
診
察
な
ど
、
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
多
目
的
展
開
を
図
り
、
よ
り
住

新
し
い
挑
戦

民
の
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

「
手
ぶ
ら
で
出
か
け
て
、
電
車
に
乗
り
、

買
い
物
を
し
、
施
設
を
利
用
し
、
自
宅
の
カ

ギ
も
開
け
閉
め
で
き
る
。
そ
ん
な
未
来
も
確

実
に
描
い
て
い
ま
す
」（
吉
田
氏
）

あ
る
平
日
の
午
後
、
実
際
に
乗
車
し
て
み

た
。
時
刻
表
を
見
る
と
１
時
間
に
３
本
平
均

で
、
混
雑
時
は
４
本
出
て
い
る
。
始
発
が
４

時
台
、
終
電
が
23
時
台
後
半
だ
か
ら
、
住
民

に
と
っ
て
不
便
は
な
い
だ
ろ
う
。

起
点
の
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
で
待
っ
て
い
る

と
、
ク
リ
ー
ム
色
の
車
両
に
可
愛
ら
し
い
イ

ラ
ス
ト
が
施
さ
れ
た
「
こ
あ
ら
３
号
」
が

ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き
た
。
通
勤
・
通
学
の
時

間
帯
で
は
な
い
が
、
結
構
な
人
数
の
老
若
男

女
が
降
り
て
く
る
。

真
ん
中
の
車
両
に
乗
る
と
、
７
名
ほ
ど
座

れ
る
シ
ー
ト
が
４
つ
あ
る
。
続
い
て
先
頭
車

両
に
移
り
、
運
転
席
を
覗
い
て
み
る
。
基
本

的
な
つ
く
り
は
一
般
的
な
電
車
と
大
き
な
違

い
は
な
い
。
運
転
室
内
は
、
夜
間
の
反
射
光

乗
っ
て
い
て
楽
し
い
気
持
ち
に

❶ワンハンドルマスコンを装備した「こあら号」の運転台。❷走行用のゴムタイヤは中にチューブが入った特殊なもの。❸横に倒れた二つのタイ
ヤでレール中央にある軌道を挟むようにして車両を誘導する。❹住宅地の下を通るトンネルを抜け、坂を上る車両（中学校駅～井野駅間）。❺顔
認証やQRコード（※）が使える改札口（ユーカリが丘駅）。❻「こあら４号」から「こあら12号」までは９台のバスが稼働している。

❶

❷

❸

❹

❺❻

執行役員　事業部長

吉田 秀彰
Hideaki YOSHIDA
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を
避
け
る
た
め
に
黒
色
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
を
出
て
す
ぐ
、
半
径
40

メ
ー
ト
ル
の
急
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
。
一
般
的

な
電
車
で
は
、
と
う
て
い
曲
が
る
こ
と
は
で

き
な
い
カ
ー
ブ
だ
。

公
園
駅
か
ら
女
子
大
駅
へ
向
か
う
途
中
、

下
り
の
急
勾
配
が
あ
る
。
45
パ
ー
ミ
ル
だ
と

い
う
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
す
る
。

中
学
校
駅
か
ら
井
野
駅
の
間
に
は
ト
ン
ネ

ル
が
あ
り
、
内
部
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

施
さ
れ
て
い
た
。
流
れ
る
よ
う
な
光
に
し
ば

し
魅
了
さ
れ
る
。

再
び
ユ
ー
カ
リ
が
丘
に
戻
る
ま
で
飽
き
ず

に
外
を
眺
め
て
い
る
と
、
環
状
部
の
外
側
は

快
適
そ
う
な
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並

ぶ
一
方
、
内
側
に
は
広
大
な
自
然
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
開
発
時
の
協
定

は
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
の
乗
客
は
、
そ
の
性
質

か
ら
住
民
が
大
部
分
を
占
め
る
。
い
わ
ば
住

民
特
化
型
の
路
線
で
あ
る
た
め
、
他
の
地
域

の
住
民
が
乗
車
す
る
割
合
は
少
な
い
と
い

う
。
た
だ
し
、
鉄
道
フ
ァ
ン
は
別
で
日
本
各

地
か
ら
や
っ
て
く
る
。
グ
ッ
ズ
も
好
評
で
、

ネ
ッ
ト
購
入
で
き
る
が
、
乗
車
が
て
ら
買
い

に
来
る
人
も
多
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
車
体
が
描

か
れ
た
鉛
筆
、
駅
名
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
動
く

お
も
ち
ゃ
「
で
ん
た
ま
」、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
宮
小
路
さ
く
ら
」「
海

隣
寺
ゆ
か
り
」
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ハ
ン

人
材
を
生
か
す
経
営

カ
チ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
商
品
を
購
入

で
き
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
電
車
と
バ
ス
の
二

種
類
あ
り
、
電
車
版
は
裏
に
実
際
に
運
転
士

が
使
っ
て
い
る
仕
業
表
（
乗
務
員
用
時
刻

表
）
の
レ
プ
リ
カ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
商
品
は
、
若
手
社
員
が
中
心
と

な
っ
て
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
る
。

マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
、
好
評
で
売
り
切
れ
て
し

ま
う
も
の
も
多
い
。

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
の
母
体
は
不
動
産
業
だ

が
、
公
共
交
通
事
業
部
で
は
高
い
専
門
性
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
人
材
採
用
は

鉄
道
事
業
に
限
定
し
て
募
集
し
て
い
る
。

実
際
に
、
公
共
交
通
事
業
部
の
社
員
は
、

多
く
が
鉄
道
を
操
縦
す
る
「
動
力
車
操
縦
者

運
転
免
許
」
も
、
バ
ス
を
運
転
す
る
「
大
型

二
種
免
許
」
も
取
得
し
て
い
る
。

他
の
鉄
道
会
社
と
比
べ
て
鉄
道
部
門
の
規

模
は
小
さ
い
も
の
の
、
小
さ
い
か
ら
こ
そ
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
社
員
に
と
っ
て
も
、
専

門
的
な
ス
キ
ル
が
身
に
つ
き
つ
つ
、
さ
ら
に

広
範
な
分
野
に
も
挑
戦
で
き
る
。
グ
ッ
ズ
の

企
画
能
力
や
、
特
定
少
数
の
乗
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
磨
け
る
と
こ
ろ

が
、
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

❼女子大駅から徒歩 10分の場所にある千手院は真言宗豊山派の寺院。❽古くから地元の人々に崇められてきた八社大神（中
学校駅から徒歩３分）。❾池の周囲にさまざまな動植物が集う宮の杜公園（中学校駅から徒歩３分）❿豊かな自然の中を走行
する「こあら３号」⓫山万ユーカリが丘線のイメージキャラクター「宮小路さくら」「海隣寺ゆかり」のクリアファイル。	
⓬「こあら号」の「でんたま」はうしろに引くと走る、転がっても起き上がるたまごの形のおもちゃ。⓭オリジナルカレン
ダーの裏は仕業表（乗務員用時刻表）のレプリカになってている。

⓫⓭ ⓬

❼

❾

❿

公共交通事業部 係長

金井 智史
Satoshi KANAI

❽

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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第19回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール
表彰作品、学校が決定し、表彰式を実施！！

内外情勢調査会＠青森に参加！！
～「地域鉄道を活かした地域活性化の課題と方向について」～

　日本民営鉄道協会では、2025 年 7 月 1 日～ 9 月 30 日まで、新聞形式の記事やニュース記事、絵日記作成などを通じて、
子どもたちに鉄道に関する関心と理解を深めてもらうことを目的に、第 19 回「私とみんてつ」小学校新聞コンクールを実
施しました。（後援：文部科学省、国土交通省、全国小学校社会科研究協議会）
　今回は、3,099 点（応募児童数 3,134 名）の作品の中から厳正な審査を経て、東京都台東区立根岸小学校 5 年生の浅
羽茉莉さんの作品「知って！！乗って！！岳南電車イイトコしんぶん」が個人部門の最優秀作品賞（文部科学大臣賞）に、
奈良県奈良市立六条小学校が学校部門の最優秀学校賞（国土交通大臣賞）に選ばれました。
　2026 年 1 月 10 日（土）に大手町プレイスホール＆カンファレンスにて表彰式が行われました。

個人部門受賞者・受賞作品、および学校部門受賞校はこちらからご覧いただけます。

https://www.mintetsu.or.jp/newspaper_contest/result/2025/

2025 年 12 月 17 日、青森において、内外情勢調査

会が開催されました。

当協会からは羽尾一郎理事長が「地方民鉄の概況と

抱えている課題」をテーマに基調講演を行いました。

講演内容は、みんてつの取り組みから始まり、協会

の取り組む地方活性化の取り組みの紹介、地方民鉄の

抱える課題など多岐に渡りました。講演を通じて、地

方民鉄の課題を浮き彫りにし、今後の地方鉄道のあり

方について問題提起を行いました。

【コンクール概要】
1.	 名　　称　
	 第 19回「私とみんてつ」小学生新聞コンクール
2.	主　　催　
	 一般社団法人 日本民営鉄道協会
3.	後　　援　
	 文部科学省　国土交通省　
	 全国小学校社会科研究協議会
4.	協　　賛　
	 公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団
	 TOPPANクロレ株式会社
5.	募集期間　
	 2025 年 7月 1日（火）〜9月 30日（火）
6.	募集対象　
	 全国の小学生（全学年）
7.	 応募結果　
	 応募作品数：3,099 作品（応募児童数：3,134 名）

受賞できて本当に嬉しいです！　毎年の新聞作りが鉄道を大好きにな

るきっかけになりました。普段何気なく乗っている電車にも面白い秘密

があるのを皆にも知ってもらいたいです。新聞作りは大変ですが、興味

を持って調べることでたくさんのことに気付けるので楽しいです。

協力してくださった方々、本当にありがとうございました。

浅羽さんの
コメント

1

最優秀作品賞（文部科学大臣賞）
「知って！！乗って！！岳南電車イイトコしんぶん」
東京都台東区立根岸小学校 5年生 
浅羽茉莉さんの作品

表彰式の様子

奈良市立六条小学校の表彰

浅羽茉莉さんの表彰

講演する羽尾理事長

2

Mintetsu Information
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「地方民鉄フォトコンテスト2025」を開催しました！
日 本 民 営 鉄 道 協 会 では2025年7月19日（土）〜11月30日

（日）まで協会に加盟する地方民鉄各社の利用促進・活性化
を目的に、「地方民鉄フォトコンテスト 2025」を開催しました。

今年度は、当協会が台湾鉄道観光協会との間に締結した
「鉄道観光プロモーション協定」に基づく取り組みの一環と

して、台湾の鉄道事業者９社を題材とした写真を対象に「台
湾賞」を設けました。3,915 件のご応募をいただきましたが、
厳正なる審査の結果、以下の通り受賞作品が決
定しました（敬称略）。（大賞など、一部の受賞
作品のみ掲載。詳細は、フォトコンテスト公式ホー
ムページ（https://mintetsuphoto.jp）にて。

インバウンド向け鉄道利用マナー啓発動画
航空機や空港で展開開始

日本民営鉄道協会では、2026 年 1 月以降、インバウンドの持続可能な発展に向けた
訪日外国人受け入れ環境整備の一助として、日本の鉄道利用マナーについての啓発動
画を全日本空輸運航便（国内線は放映対象モニター設置機材のみ）と、各種空港施設
等において放映しました。

当協会は、日本の鉄道利用マナーについて周知を図ることで、国内外の方々が気持
ちよくご利用いただくとともに、今後の益々の訪日外国人リピーターの確保につながる
よう、また、日本人利用者にとっても気持ちよく受け入れられるような環境整備につな
がるように、インバウンド向け鉄道利用マナー啓発動画を作成しており、今後も啓発活
動を継続してまいります。 啓発動画の１シーン

3

4

■台湾賞

荒木 愼一 #小湊鐵道

■鉄道タレント賞

植原 誠 #津軽鉄道

■プロカメラマン賞

■大賞

南 輝明

日野 里奈

吉川 信男

船越 知弘

溫 仁助

林 亮一 #岳南電車
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大
き
な
池
に
朱し

ゅ

塗ぬ

り
の
橋
、
池
に
張
り
出
す
よ

う
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物
。
福
井
鉄
道
た
け

ふ
新
駅
か
ら
市
民
バ
ス
で
約
15
分
。
紫
式
部
公
園

は
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
屋
敷
の
庭
、「
寝し

ん

殿で
ん

造
づ
く
り

庭て
い

園え
ん

」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

紫
式
部
が
暮
ら
し
て
い
た

紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
を
執
筆
す
る
前
、
二
十

歳
く
ら
い
の
頃
、
越
前
国こ

く

司し

（
県
知
事
の
よ
う
な
役

職
）
に
な
っ
た
父
と
と
も
に
、
都
を
離
れ
「
武た

け

生ふ

」

の
地
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る
。
紫
式
部
公
園
は
、

そ
れ
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
園
内
に
は
紫

式
部
像
が
立
ち
、
公
園
の
向
か
い
に
は
資
料
館
も
あ

る
。
二
〇
二
四
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
光
る
君

へ
』
の
放
送
前
か
放
送
中
に
来
て
い
た
ら
、
も
っ
と

ド
ラ
マ
が
楽
し
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
庭
園
と

資
料
館
の
見
学
を
終
え
バ
ス
停
に
戻
る
が
、
市
民
バ

ス
は
運
行
本
数
が
少
な
い
。
待
ち
時
間
が
も
っ
た
い

な
い
の
で
、
徒
歩
で
た
け
ふ
新
駅
に
戻
る
。

住
宅
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
や
け
に
お
寺
が
目
に

つ
く
。
駅
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
数
が

増
え
て
い
く
よ
う
な
気
も
す
る
。
あ
ち
ら
に
も
こ
ち

ら
に
も
、
右
に
も
左
に
も
お
寺
が
！　

越
前
市
、
中

で
も
か
つ
て
武た

け

生ふ

市
と
呼
ば
れ
て
い
た
エ
リ
ア
に
は

１
９
０
近
い
お
寺
が
密
集
し
て
い
る
ら
し
い
。
お
寺

だ
け
で
な
く
神
社
も
あ
っ
て
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
大
き
な
鳥
居
を
見
れ
ば
「
総そ

う

社じ
ゃ

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

」
と
あ
る
。

か
つ
て
国
司
は
任
地
の
神
社
を
巡
っ
て
参
拝
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
巡
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地

域
の
神
社
の
神
様
を
「
総
社
」
に
合
祀
し
た
の
だ
と

い
う
。
総
社
は
国こ

く

府ふ

（
県
庁
の
よ
う
な
施
設
）
の
近

く
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
か
ら
、
紫
式
部
は
こ
の
辺

り
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
都
育
ち
の
彼
女

は
、
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
調
査
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
越
前

国
府
の
場
所
は
未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。

福
井
鉄
道
誕
生
の
街

た
け
ふ
新
駅
か
ら
田
原
町
方
面
の
電
車
に
乗
り
込

み
８
駅
進
ん
で
、
神し

ん

明め
い

駅
で
下
車
。

明
治
時
代
、
こ
こ
に
日
本
陸
軍
鯖さ

ば

江え

歩
兵
第

三
十
六
連
隊
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
兵
隊
の
輸

送
手
段
と
し
て
福
井
鉄
道
が
誕
生
し
た
の
だ
と
い

う
。
開
業
時
の
駅
名
は
「
神
明
駅
」
で
は
な
く
、
ず

ば
り
「
兵へ

い

営え
い

駅
」。
駅
周
辺
に
は
、
連
隊
の
兵
営
に

あ
っ
た
「
営
門
」
が
移
築
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い
た

り
、
記
念
碑
が
立
っ
て
い
た
り
し
て
、
当
時
の
面
影

が
残
さ
れ
て
い
る
。

軍
隊
の
街
と
し
て
、
商
店
街
な
ど
が
広
が
っ
て
い

た
エ
リ
ア
に
は
、
現
在
は
住
宅
が
立
ち
並
び
…
…
突

如
、
広
々
と
し
た
芝
生
の
丸
い
丘
が
出
現
。
丘
の
上

に
は
社

や
し
ろ

、
麓

ふ
も
と

に
は
鳥
居
、
そ
し
て
「
国
史
跡　

兜
か
ぶ
と

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

」
の
看
板
。
ど
う
や
ら
古
墳
の
上
に
神
社
が
建

て
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
看
板
に
記
さ
れ
た
解
説
を

読
む
と
、
神
社
の
境
内
で
あ
っ
た
お
か
げ
で
市
街
化

の
影
響
を
免
れ
、
北
陸
最
大
級
の
古
墳
が
綺
麗
に
残

さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
実
際
、
兜
山
古
墳
に
隣

接
し
て
、
兜
山
北
古
墳
、
兜
山
南
古
墳
が
あ
っ
た
よ

う
だ
け
れ
ど
、
影
も
形
も
見
当
た
ら
な
い
。
神
社
の

影
響
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

神
社
の
名
前
は
八
幡
神
社
。
武ぶ

運う
ん

長
ち
ょ
う

久き
ゅ
う

の
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
る
神
様
を
祀
る
八
幡
神
社
は
、
軍

隊
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
。
き
っ
と
大
切
に
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

福井鉄道株式会社

たけふ新駅から田原町停留
場を結ぶ福武線と、福井駅
停留場から福井城址大名
町停留場を結ぶ支線から成
る。福武線「赤十字前駅」
までは鉄道路線だが、それ
以降は福井市内では路面電
車に切り替わる。

寝殿造庭園を再現した
「紫式部公園」（上）。園
内に立つ紫式部像（下）
は都の方を向いている。

越前国府は総社大
社（下）の近くに
あったのかもしれ
ない。周辺の案内
表示はこんな感じ。
寺社仏閣が多い
（左）。

JR越美北線

北
陸
新
幹
線

ハピラインふくい

えちぜん鉄道

北府

浅水

西鯖江
西山公園

足羽山公園口
福井城址大名町

田原町

福井駅

清明

仁愛女子高校

商工会議所前
赤十字前
花堂

ベル前江端

ハーモニーホール

三十八社

たけふ新

鳥羽中 泰澄の里

神明

水落

サンドーム西
家久

スポーツ公園

福井鉄道
【ふくいてつどう】

連  載

越え
ち

前ぜ
ん

国こ
く

府ふ

が
あ
っ
た
街

兵へ
い

営え
い

に
よ
り
栄
え
た
街

寺
社
仏
閣
に
古
墳
に
城
址

日
常
の
景
色
の
中
に

各
時
代
の
面
影
が

当
然
の
よ
う
に
見
え
隠
れ
す
る

地地方方
民民鉄鉄

4949

紀紀行行
文・写真

松澤美穂
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鉄
道
線
か
ら
路
面
電
車
に

福
井
鉄
道
に
は
色
々
な
形
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
電
車

が
走
っ
て
い
る
。
神
明
駅
ま
で
乗
っ
て
き
た
の
は
、

相
互
乗
り
入
れ
を
し
て
い
る
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
黄
色

い
超
低
床
車
両
。
沿
線
に
あ
る
西
山
動
物
園
に
い
る

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
施
さ
れ
た
電
車

が
走
っ
て
い
る
の
も
見
か
け
た
。
本
日
こ
こ
ま
で
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
な
い
、
基
本
デ
ザ
イ
ン
の
電
車
を

見
た
記
憶
が
な
い
。
乗
る
電
車
、
す
れ
違
う
電
車
が

多
種
多
様
で
面
白
い
。「
で
き
れ
ば
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
の
電
車
に
乗
り
た
か
っ
た
な
」
と
思
い
な
が
ら
、

神
明
駅
に
や
っ
て
き
た
企
業
広
告
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電

車
に
乗
る
。

車
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
住
宅
街
。
田
畑
が
広
が

る
区
間
は
短
い
。
線
路
と
左
右
に
建
ち
並
ぶ
家
々
と

の
距
離
が
近
そ
う
に
見
え
る
場
所
も
あ
る
け
れ
ど
、

電
車
は
す
り
抜
け
る
よ
う
に
し
て
走
っ
て
い
く
。
走

る
速
度
は
結
構
速
め
。
と
こ
ろ
が
赤
十
字
前
駅
の
辺

り
か
ら
、
ガ
ク
ッ
と
速
度
が
落
ち
て
し
ま
う
。
ど
う

し
た
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
電
車
の
左
右
を
車
が

並
走
し
て
い
る
。
い
つ
の
間
に
か
、
鉄
道
線
か
ら
路

面
電
車
に
切
り
替
わ
っ
た
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
先
は
「
駅
」
で
は
な
く
「
停
留
場
」
に

な
る
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
滑
り
込
ん
だ

「
商
工
会
議
所
前
停
留
場
」
で
電
車
を
降
り
る
。

日
本
の
歴
史
を
た
ど
る
沿
線

信
号
が
変
わ
る
の
を
待
っ
て
、
車
道
の
真
ん
中
に

あ
る
停
留
場
か
ら
歩
道
に
渡
る
。
そ
の
ま
ま
住
宅
街

を
抜
け
て
少
し
歩
い
た
先
に
見
え
て
き
た
の
は
、
足あ

す

羽わ

山や
ま

。
山
中
に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
北き

た

ノの

庄し
ょ
う

（
柴
田
勝

家
）
を
攻
め
た
と
き
に
陣
を
張
っ
た
天て

ん

魔ま

ヶが

池い
け

や
寺

社
仏
閣
、
大
小
様
々
な
古
墳
が
あ
る
。
今
日
は
寺
社

仏
閣
と
古
墳
に
縁
が
あ
る
ら
し
い
。
ゆ
っ
く
り
見
て

回
り
た
い
け
れ
ど
、
足
羽
山
は
標
高
約
１
１
６
ｍ
・

広
さ
約
１
１
５
ha
。
小
高
い
丘
く
ら
い
で
は
あ
る
も

の
の
、
点
在
す
る
古
墳
を
巡
る
の
は
、
徒
歩
だ
と
難

し
い
。
兜
山
古
墳
で
古
墳
は
十
分
堪
能
し
た
し
、
麓

近
く
に
あ
る
３
つ
の
神
社
を
巡
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
麓
と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は

山
。
な
か
な
か
に
急
な
坂
道
や
階
段
、
木
々
の
間
を

抜
け
て
行
く
小
道
も
あ
る
。
武
将
・
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

公
を

主
祭
神
と
す
る
藤
島
神
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

「
く
ろ
た
つ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
と

い
う
毛け

谷や

黒く
ろ

龍た
つ

神
社
を
お
参
り
し
、
継
体
天
皇
を
祀

る
足あ

す

羽わ

神
社
に
た
ど
り
着
く
こ
ろ
に
は
、
ぐ
っ
た
り

し
て
き
た
。
た
だ
、
坂
道
・
階
段
を
登
っ
た
甲
斐
は

十
分
あ
っ
て
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
神
社
は
３
社
と
も

趣
が
あ
り
、
見
晴
ら
し
も
良
い
。

休
憩
を
兼
ね
て
市
街
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
う
ち

に
、
日
が
傾
い
て
寒
く
な
っ
て
く
る
。
足
羽
山
を
下

り
、
足
羽
山
公
園
口
停
留
場
か
ら
福
井
駅
・
田
原
町

方
面
の
電
車
に
乗
る
。
福
井
駅
停
留
場
に
近
づ
く
と

大
き
な
恐
竜
の
模
型
に
出
迎
え
ら
れ
る
。
隣
接
す
る

Ｊ
Ｒ
福
井
駅
の
駅
ビ
ル
の
壁
に
は
恐
竜
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
う
い
え
ば
福
井
は
恐
竜
王
国
だ
っ
た
。

紫
式
部
が
暮
ら
し
た
越
前
国
府
に
、
明
治
時
代
の

兵へ
い

営え
い

。
５
・
６
世
紀
に
造
ら
れ
た
古
墳
が
点
在
し
、

安
土
桃
山
時
代
や
江
戸
時
代
の
歴
史
の
舞
台
が
残
る

沿
線
。
時
代
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
日
本
史

の
教
科
書
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
見
て
き
た
よ
う
な
気

が
す
る
散
策
。
も
う
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、
日
本
最

大
の
恐
竜
化
石
発
掘
現
場
に
も
行
け
る
け
れ
ど
、
今

回
は
こ
こ
ま
で
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

移築された三十六連隊の営門。
元々はもっと駅よりにあった。

藤島神社鳥居（上）、毛谷黒龍神社
（左上）、足羽神社（左下）。足羽山に
は寺社仏閣や古墳などが点在し、福
井市街が一望できた。

JR福井駅に隣接
する福井駅停留
場。周辺に設置さ
れた恐竜模型の前
は、観光客の撮影
スポット。

福井鉄道には
様々なラッピン
グ電車が走って
いる（上）。福
井市街地では路
面電車になる福
武線（左）。

兜山古墳。元は木々が生い茂った境内だったが、古墳の形が分
かるように整備された。
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令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
10
月
13
日
、
台
風
に

よ
る
増
水
で
別べ

っ

所し
ょ

線
の
千ち

曲く
ま

川が
わ

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

の
一
部
が

崩
落
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
別
所
線
は
上
田
～
城し

ろ

下し
た

間
が
不
通
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

別
所
線
が
ど
う
な
る
の
か
と
不
安
に
思
っ
て
い

た
私
は
、
橋
梁
が
復
旧
し
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
３
月
28
日
に
運
転
再
開
し
た
と
の
報
道
を
聞
き

安
堵
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
橋
梁
を
渡
る
別
所

線
の
車
両
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
復
旧
か
ら
１
年
以
上
後
の
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
が
。
今
回
の
取
材
は
、
さ
ら
に
そ
れ

以
来
の
別
所
線
の
旅
と
な
っ
た
。

上
田
電
鉄
の
起
源
は
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
１
月
に
上
田
温
泉
軌
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
商
号
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
別
所
温
泉
や
田
沢
温
泉
・
沓く

つ

掛か
け

温
泉
な
ど

へ
の
入
湯
客
の
輸
送
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
。

11
月
に
社
号
を
上
田
温
泉
電
軌
株
式
会
社
に
変

更
、
翌
年
６
月
に
川か

わ

西に
し

線
の
上
田
原
駅
～
信
濃
別

所
駅
（
現
・
別
所
温
泉
駅
）、
青
木
線
の
三み

好よ
し

町ち
ょ
う

駅
（
現
・
城
下
駅
）
～
青
木
駅
で
開
業
し
た
。
こ

の
川
西
線
が
の
ち
の
別
所
線
で
あ
る
。

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
は
丸
子
鉄
道
株
式

会
社
と
合
併
し
、
社
号
を
上
田
丸
子
電
鉄
株
式
会

社
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
４
路
線
を
も
つ
鉄
道
会

社
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

路
線
は
減
少
し
、
昭
和
47
年
に
は
別
所
線
の
み
と

な
っ
た
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
は
上
田
交

通
株
式
会
社
（
昭
和
44
年
に
上
田
丸
子
電
鉄
株
式

温
泉
と
レ
イ
ラ
イ
ン
と

名
作
の
ロ
ケ
地
と

千曲川橋梁をゆく上田電鉄別所線。橋の下を流れるのは千曲川。
鉄橋を渡ると信州の鎌倉と呼ばれる塩田平が広がる。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載

第
16
回長野県

上田電鉄
別所線
文・渋谷申博
text by Nobuhiro SHIBUYA
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生島足島神社

上田城跡

上
田
原

上田

城
下

三
好
町

赤
坂
上

寺下

神畑

大学前

下之郷
中
塩
田

塩
田
町

中
野舞

田
八
木
沢

31  MINTETSU SPRING 2026

しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『参拝したくなる！日本の神様と神社の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道
めぐり』『全国 名所図会めぐり』（以上Ｇ．Ｂ．）、『猫の日本史』（出版芸術社）、『トホホな日本史人物伝』（時事通信社）ほか著書多数。

上田城は戦国の名将・真田昌幸が天
正 11（1583）年に築城した平城。写
真は西櫓を背に立つ真田幸村（信
繁）の像。

天平時代もしくは平安時代に創
建され鎌倉時代に禅宗に転じた
安楽寺は、信州最古の禅寺とい
われる。三重塔は現存唯一の八
角塔で国宝に指定されている。

昭和41（1966）年に開学した
公立大学。当初は本州大学と
いった。最寄り駅が大学前駅
で、別所線は通学路線として
学生たちに利用されている。

生きとし生けるものに生命力を与える生島大神と、生きとし生け
るものを満足させる足島大神を祀る。大地そのものを御神体とす
る。

北向観音は平安初期に慈覚大師
円仁によって創建されたと伝わ
る。堂が北向きに建てられてい
ることからこの名がある。

別所線の終点。大正 10
（1921）年の開業当初は信
濃別所駅といった。現在
の駅舎は昭和 25（1950）
年に建てられたもの。

景行天皇の皇子で英雄神の日本武尊が東征の折に発
見したと伝えられ、『枕草子』に「湯は七

なな

久
く

里
り

の湯」
とあるのも別所温泉のことという。

会
社
よ
り
改
称
）よ
り
鉄
道
部
門
が
分
社
化
さ
れ
、

上
田
電
鉄
株
式
会
社
と
な
っ
た
。

別
所
線
の
沿
線
は
、
日
本
宗
教
史
の
観
点
か
ら

も
興
味
深
い
場
所
だ
。
下し

も

之の

郷ご
う

駅
近
く
に
鎮
座
す

る
古
社
・
生い

く

島し
ま

足た
る

島し
ま

神
社
が
日
本
全
土
の
御み

霊た
ま

を

祀
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
は
か
つ

て
、
日
本
の
霊
的
な
中
心
地
と
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
別
所
温
泉
の
北き

た

向む
き

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

と

生
島
足
島
神
社
、
そ
れ
に
上
田
市
国
分
に
あ
る
信

濃
国
分
寺
が
夏げ

至し

の
朝
日
が
差
す
方
角
（
レ
イ
ラ

イ
ン
）
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る
と
い
う
の
は
、
偶

然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
小
難
し
い
こ
と
を
考
え

な
く
て
も
別
所
線
の
旅
は
楽
し
め
る
。
信
州
最
古

と
い
わ
れ
る
別
所
温
泉
は
上
田
藩
藩
主
の
入
湯
施

設
も
あ
っ
た
名
湯
で
あ
る
し
、
現
存
唯
一
の
八
角

塔
で
あ
る
安
楽
寺
の
八
角
三
重
塔
や
、
見
上
げ
る

ほ
ど
の
高
さ
の
懸か

け

造づ
く
り

建
築
の
北
向
観
音
堂
・
温
泉

薬や
く

師し

瑠る

璃り

殿で
ん

は
一
目
で
建
築
と
し
て
の
す
ご
さ
が

わ
か
る
。
池
中
の
島
に
本
殿
が
建
つ
生
島
足
島
神

社
の
境
内
は
季
節
を
問
わ
ず
美
し
い
し
、
戦
国
時

代
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
上
田
城
跡
は
必
見
だ
。

ち
な
み
に
、
本
丸
跡
に
鎮
座
す
る
眞さ

な

田だ

神じ
ん

社じ
ゃ

は
、

上
田
城
が
落
城
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
落
ち
な

い
神
社
」
と
し
て
受
験
生
に
人
気
が
あ
る
。

駅
舎
や
沿
線
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
も
見
逃
せ
な

い
。
別
所
線
は
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
や
ア
ニ
メ
の
舞

台
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
別
所
温
泉
駅
の
駅

舎
は
、
古
い
映
画
の
世
界
に
紛
れ
込
ん
だ
気
分
に

な
れ
る
。
淡
い
ブ
ル
ー
に
塗
ら
れ
た
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
、
し
ば
し
空
想
の
世
界
の
主
人
公
気
分
に

浸
っ
た
。

上田電鉄株式会社
Uedadentetsu Co.,Ltd

設立　�2005 年（平成17年）10月3日
本社所在地　長野県上田市下之郷 498
別所線　上田駅～別所温泉駅（11.6km）
https://www.uedadentetsu.com/

別所線 路線図
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●表紙写真／上から「ガラス窓を磨く外国人技能実習生」（10 頁）、「自動
運転 （GOA2.5）走行試験中の南海電鉄 8300 系」（12 頁）、「鉄道部門の人
材難に対する啓発動画」（21 頁）
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